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１ 点検評価について 
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（１）趣旨

市教育委員会では，平成１９年６月の「地方教育行政の組織及び運営

に関する法律」の一部改正により，毎年，教育行政事務の管理執行状況

について点検及び評価を行い，その結果に関する報告書を議会に提出し，

公表しています。昨年度は，令和４年度の「印西市の教育施策」につい

て「点検・評価」を実施し，各分野の学識経験者の皆様よりご意見をい

ただき，報告書を取りまとめ，公表しました。この「内部点検評価」の

作業及びいただいたご意見を参考にすることで，令和５年度中に施策の

進捗状況を再確認し，効果的な施策の展開に寄与することができたと考

えております。 

 今年度も令和５年度の「印西市の教育施策」について「点検・評価」

を実施し，報告書に取りまとめました。これを公表し，市民の皆様から

ご意見をいただき，よりよい教育の実現に向けて，取り組みを進めてま

いりたいと考えております。 

（２）点検評価の対象

点検評価の対象は，令和５年度の「印西市の教育施策」（以下「教育施

策」という。）における事業の実施内容とします。 

（３）点検評価の方法

点検評価の方法は，教育施策中の「事業」毎に，令和５年度に実施し

た実施内容及び実績を明らかにし，内部評価を客観的に行うものとしま

す。 

また，事業の評価をもとに今後の施策の方向性を検討することとしま

す。 

なお，法律に明記されている「学識経験を有する者の知見の活用」に

ついては，「印西市教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況

の点検及び評価実施要綱」を定め，学校教育，生涯学習，それぞれの分

野の学識経験を有する方を「印西市教育委員会点検評価委員」（以下「点

検評価委員」という。）として委嘱しご意見をいただくこととします。 

（点検評価の流れ） 

○事業点検…「事業」毎の事業内容点検，今後の施策の方向性の検討

（点検者：担当課長） 

↓ 

○施策評価…「事業」毎の評価，今後の施策の方向性の確認

（評価者：教育長，部長，点検評価委員） 

↓ 

○総合評価…教育委員会会議における最終評価（評価者：教育委員）
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（４）点検評価結果の構成

教育施策中の「基本目標」毎の「主な取組」における「事業内容」を，

令和５年度に実施すべき事業目標と位置付け，この実施状況について点

検を行い，「事業」毎に内部評価しています。また，「主な取組」ごとに

今後の施策の方向性を検討し，記載しています。 

表の項目について 

○事業……「主な取組」毎に掲げている事業です。 

○事業内容（令和５年度目標）……事業の具体的内容です。教育施策は，

当該年度の事業計画書であり，教育施策中の「主な取組」における「事

業内容」は，実施すべき具体的事業内容であることから，令和５年度目

標と位置付けています。 

○令和５年度実績……令和５年度目標に対し，実際に実施した事業の内容，

回数などを具体的に記載しています。 

○事業評価……事業の進捗を点検し，印西市教育委員会が内部評価しまし 
た。評価指標は「Ｓ，Ａ，Ｂ，Ｃ」の四段階評価とし，以下の内容を基
準としています。 

Ｓ 事業の目標が達成され，計画以上の施策の進捗が認められる。 

Ａ 事業の目標が概ね達成され，施策の進捗が認められる。 

Ｂ 目標の一部が達成できなかった。 

Ｃ 未達成事業が多く，施策の進捗がほとんど認められない。 

○今後の施策の方向性……事業評価を踏まえた今後の施策の方向性を記載

しています。 

《参 考》地方教育行政の組織及び運営に関する法律 （抜粋）

〔昭和３１年６月３０日法律第１６２号 〕

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第 ２６条  教育委員会は，毎年，その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育

長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第 ３項の規定により事

務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について

点検及び評価を行い，その結果に関する報告書を作成し，これを議会に提出するとと

もに，公表しなければならない。 

２ 教育委員会は，前項の点検及び評価を行うに当たっては，教育に関し学識経験を

有する者の知見の活用を図るものとする。  
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２ 印西市の教育施策 
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基本方針１ 学校・家庭・地域が連携強化し、未来を拓く子どもを育む教育の推進 

基本方針２ 市民が学びあい・活かしあい・地域に誇りと愛着が持てる学びの推進 

基本方針３ すべての市民の健やかな心と体を育む学びの推進 

 

 

印西市総合計画・基本構想  

将来都市像  

住みよさ実感都市  

ずっと  このまち  いんざいで

Ⅰ．知・徳・体の調和のとれた教育を推進し、生きる力を持ち未来を拓く子ども
を育む 〔学校教育〕 

1 子どもたちの学ぶ力を育む  
2 子どもたちの豊かな心を育む  
3 子どもたちの健やかな体を育む 

Ⅲ．市民が様々な文化や芸術に触れることができるとともに、先人の残した文化
遺産の価値や意義を次世代に適切に継承する 〔文化・芸術〕 

1 文化・芸術活動の推進  
2 文化財の保護・活用の推進  
3 市史編さん事業や地域史料の保存 

Ⅱ．子どもたちが安全で安心できる生活を送り健やかに成長できるよう、教育環境
を充実させる 〔教育環境〕 

1 教育環境整備の充実  
2 学校の適正規模・適正配置の推進  
3 情報化社会に対応した教育の推進  
4 信頼される学校づくり  

基本目標・主な取組  

印西市教育大綱 

教育施策  

印西市教育振興基本計画  

教育の基本理念【だれもが輝き ともにはばたく いんざいの学び】 

Ⅳ．市民が生涯を通して学ぶことができるとともに、地域で子どもたちを守り育
てる 〔生涯学習・青少年健全育成〕 

1 多様な学習機会の提供  
2 図書館サービスの充実  
3 生涯学習施設の整備・充実  
4 家庭と地域の教育力向上と青少年の健全育成 
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変化の激しい社会を生き抜くために必要な生きる力の育成に向け、「学ぶ力・豊か

な心・健やかな体」をバランスよく育むとともに、自らの能力を引き出し、習得し

たことを活用して、様々な課題に対し主体的に解決できる児童生徒を育成する必要

がある。 

「学ぶ力」の育成として学力の向上を中心にすえ、児童生徒の個性を伸ばす教育

を推進し、言語能力や情報活用能力、英語教育や特別支援教育、幼児教育など現代

的な諸課題に求められる資質・能力の育成に努める。また、主体的・対話的で深い

学びの実現に向け、職員研修の充実と指導方法の工夫改善を図る。 

「豊かな心」の育成として道徳科を要とし、「考え、議論する道徳」への転換を図

るとともに、音楽活動や芸能鑑賞、体験活動を通して豊かな情操を育む。また、児

童生徒個々の心身の発達や特性に即した児童生徒理解と教育相談を充実させ、いじ

めや不登校などへのきめ細かな支援と組織的な対応に努める。 

「健やかな体」の育成として体育授業の充実や部活動支援により、児童生徒の体

力の向上を図る。また、健康診断や保健指導を実施し、学校環境衛生の改善に努め

るとともに、食に関する指導を推進し、安全安心で栄養バランスのとれた給食を提

供する。 

 

小中学校の施設等については、校舎などの老朽化が進行している状況にあり、施

設の改修や、学級増に伴う教室等の増築・学校給食センターの安定稼働など、学校

の施設や設備の計画的な修繕、改修が必要となっている。 

また、教育格差を生じさせないための就学支援や学校の適切な配置、情報活用能

力を高める教育としてのＩＣＴ環境の整備、安全で安心に過ごせる信頼される学校

づくりなども対応が求められている。 

（基本目標Ⅰ）  

知・徳・体の調和のとれた教育を推進し、生きる力を持ち

未来を拓く子どもを育む  〔学校教育〕 

（基本目標Ⅱ）  

子どもたちが安全で安心できる生活を送り、健やかに 

成長できるよう、教育環境を充実させる 〔教育環境〕 
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このことから、子どもたちが安全で安心できる学校生活を送り、健やかな成長を

支えるための教育環境づくりとして、学校施設や学校給食センターの整備及び就学

援助の実施、学校の適正規模・適正配置や安全教育の充実、地域と連携した開かれ

た学校づくりや情報化社会に対応した教育の推進などを図っていく。 

 文化・芸術活動については、市民の感性を高め、本市に住むことに誇りと愛着

が持てるように文化・芸術活動を推進することが求められている。 

また、文化財の保護・活用については、本市に残る有数の貴重な文化財等を後

世に伝えるため、調査研究を行うとともに公開・活用を継続し、生涯学習や他の

事業とも連携し後世に伝えていくことが課題となっている。 

併せて市民が市の歴史に理解を深め、誇りと愛着を持てるように、市史資料の

公開・活用を図っていくことも課題である。 

このことから、市民の豊かな心や地域に対する関心の醸成を図るため、自主的な

文化・芸術活動を積極的に支援する。また、市民が様々な文化や芸術に触れること

ができる取組を進める。 

さらに本市の歴史や文化財は、先人の残した文化遺産であり、その価値や意義を

踏まえ次世代に適切に継承していくため、市民の郷土意識の涵養を図り、本市に残

る各種の有形・無形文化財、埋蔵文化財、地域史料の保護や保存及び活用を進めて

いく。 

生きがいを持ち、充実した生活を送れるよう、生涯にわたって学習できることは

重要である。さらに、少子高齢化やライフスタイルの多様化により、生涯学習に対

する市民のニーズも変化している中、学習メニューの充実や開講日時の工夫により

（基本目標Ⅲ）  

市民が様々な文化や芸術に触れることができるとともに、先人の

残した文化遺産の価値や意義を次世代に適切に継承する 

〔文化・芸術〕 

（基本目標Ⅳ）  

市民が生涯を通して学ぶことができるとともに、地域で子ども

たちを守り育てる 〔生涯学習・青少年健全育成〕 
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幅広い年齢層の参加促進を図るとともに、効果的な学習サービスの提供体制を構築

することが課題となっている。 

子どもから高齢者まで市民一人ひとりが自ら学び、生きがいや自己実現などにつ

ながる生涯を通して学習ができる環境づくりを進める。 

また、生涯学習活動を通じて、地域への愛着を生み、地域づくりのための社会参

加を促すとともに学習成果を地域に還元できるような支援を行う。あわせて活動の

場としての生涯学習施設の整備を推進する。 

さらに、子どもたちの豊かな人間性や社会性を育み、子どもたちが安全で安心し

て健やかに成長できるよう、学校・家庭・地域の連携を図り、青少年の健全な育成

に向けた活動を推進していく。 
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３ 点検評価結果 



点検評価結果
目　　　次

１　子どもたちの学ぶ力を育む 　12～16頁

２　子どもたちの豊かな心を育む 　17～18頁

３　子どもたちの健やかな体を育む 　19～21頁

１　教育環境整備の充実 　22頁

２　学校の適正規模・適正配置の推進 　23頁

３　情報化社会に対応した教育の推進 　23～24頁

４　信頼される学校づくり 　24～26頁

１　文化・芸術活動の推進 　27頁

２　文化財の保護・活用の推進 　28～29頁

３　市史編さん事業や地域史料の保存 　30頁

１　多様な学習機会の提供 　31～32頁

２　図書館サービスの充実 　32～33頁

３　生涯学習施設の整備・充実 　33頁

４　家庭と地域の教育力向上と青少年健全育成 　34頁

◇ 参考

第２期教育振興基本計画（Ｒ４～Ｒ７）の成果指標に
対する達成状況

　35～36頁

Ⅰ．知・徳・体の調和のとれた教育を推進し、生きる力を持ち未来を拓く子ど
　　もを育む〔学校教育〕

Ⅲ．市民が様々な文化や芸術に触れることができるとともに、先人の残した文
　　化遺産の価値や意義を次世代に適切に継承する[文化・芸術]

Ⅳ．市民が生涯を通して学ぶことができるとともに、地域で子どもたちを守り
　　育てる　[生涯学習・青少年健全育成]

Ⅱ．子どもたちが安全で安心できる生活を送り健やかに成長できるよう、教育
　　環境を充実させる　　［教育環境］
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事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

１　個性や能力を伸ばす教育
 の推進★

○学級経営相談支援の実施 ○要請のあった学校に計１１回訪問し、対象者に基本
的な授業技術や学級経営について指導助言した。

○漢字級別認定テスト「印西漢字
マスター」の実施

〇小中学校にて３回実施し、のべ12,000名を超える児
 童生徒が受検した。

○計算力認定テスト「印西計算マ
スター」の実施

○小中学校にて３回実施し、のべ12,000名を超える児
童が受検した。

○社会科ワークテストの作成及び
活用

○社会科副読本「わたしたちの印西市（小学３・４年
生版）」に準拠したワークテストの活用を推奨し
た。

○生徒指導の機能を重視した「わ
かる授業」展開の推進

○要請に応じて学校へ５５回訪問し、授業研修会等で
助言・支援した。

○基礎学力向上のための取組の推進 ○小中学校でドリルタイム設定やICTの活用を通し
 て、計算・漢字等の基礎学力の向上を図った。

○個に応じた指導方法の工夫・改
善及び指導体制の充実

○各種研修会において教職員の資質向上を図るととも
に、学習指導員等の配置やボランティアの活用を行
った。

○ICTを活用した授業づくりの推
進と支援

○１人１台端末の活用に向けて、研修会を９回、少人
数研修会を１４回を実施し、ICT活用推進に努め
た。

○学校支援ボランティア・学生ボ
ランティアの活用
（順天堂大学、秀明大学、日本
　医科大学看護専門学校等との
　連携）

○小中学校にて合計５９６名のボランティアの協力を
得て、学習支援の充実と環境整備等の推進を図っ
た。

○教職インターンシップ「あすな
ろ先生」の派遣
（秀明大学との連携）

○６月から１月までの週１回、２２名の学生を９小学
校及び５中学校に派遣し、学生の教職インターンシ
ップを支援した。

○デジタル教材の効果的な活用 ○１人１台端末を利用し、指導者用・学習者用デジタ
ル教科書や、ｗｅｂ上の素材を授業で効果的に利用
できるよう支援した。

事業評価★

２　教職員研修（主任・層
　別等）の充実

○教務主任研修会の開催 〇小中学校の教務主任を対象に、研修会を３回実施し
 た。

○情報教育研修会の開催 ○小中学校の情報教育主任を対象に、オンライン形式
で研修会を２回実施し、情報教育の推進と機器の操
作方法について周知を図った。

○国際理解教育担当者研修会の開催 ○小中学校の国際理解教育担当者を対象に、研修会を
 ２回実施し、小中連携の計画・協議や外国語指導法
 の研修を行った。

○学校図書館担当者研修会の開催 ○小中学校の学校図書館担当者を対象に、図書システ
ム研修会を２回実施した。

○体育主任研修会の開催 ○小学校体育科主任研修会を３回、中学校保健体育科
主任研修会を１回実施した。

○安全主任研修会の開催 ○小中学校の安全主任を対象に、研修会を１回実施し
安全主任の役割や通学路の点検について確認した。

○養護教諭研修会の開催 ○小中学校の養護教諭を対象に、研修会を３回実施し
た。

○特別支援教育コーディネーター
研修会の開催

○小中学校の特別支援教育担当者を対象に、研修会を
１回実施した。

○教育相談研修会の開催 ○小中学校の希望する教職員を対象に、研修会を３回
実施した。

点検評価調書

Ⅰ　知・徳・体の調和の取れた教育を推進し、生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]

１　子どもたちの学ぶ力を育む

（★は、重点的な取組）指導課・学務課

Ｓ
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事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

点検評価調書

Ⅰ　知・徳・体の調和の取れた教育を推進し、生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]

１　子どもたちの学ぶ力を育む

（★は、重点的な取組）指導課・学務課

○講師対象研修会の開催 ○臨時的任用講師を対象に、研修会を５回実施した。

○非常勤職員研修会の開催 ○非常勤講師を対象とした研修会を５回実施した。

○ＩＣＴ活用に関する非同期型研修
の実施

○情報教育担当や希望する教職員を対象としたｗｅｂ
上の情報共有スペースを作成し、日常的にＩＣＴ活
用に関する情報の共有を行った。200名を超える教
職員が登録し活用した。

事業評価

３　指導法等の研修の充実★ ○学習指導法等に関する研修会の開
　催

○小中学校の希望する教職員を対象に、研修会を８回
実施した。

○教科教材研究等に関する研修会の
開催

○小中学校の希望する教職員を対象に、研修会を８回
実施した。

○道徳教育授業研修会の開催 ○小中学校の道徳教育担当者を対象に、校内での授業
研究を含め、研修会を３回実施した。

○実技研修会の開催 ○小中学校の希望する職員を対象に、研修会を３回実
施した。

○ICT実技研修会及びICT活用研修会
の開催

○小中学校の希望する職員を対象に、研修会を９回実
施した。

○特別支援教育研修会の開催 ○小中学校の特別支援教育担当者を対象に、研修会を
１回実施した。

○授業相談支援の実施 ○小中学校の要請に応じて、指導主事等が、授業づく
り・学級経営・校内研究、及び研究発表等に関して
小中学校を訪問し、指導・助言を６７回行った。

○各種出前授業の開催 ○小中学校の要請に応じて、児童生徒・保護者を対象
に、指導主事等によるＳＮＳネットリテラシー出前
授業を１４回実施した。

事業評価★

４　校内研修の支援 ○授業研修での指導・助言 ○小中学校に指導主事等を派遣し、指導・助言を
１３０回行った。

○ＩＣＴ活用研修の支援 ○小中学校の希望する職員を対象に、研修会を９回実
施した。

○教科指導法の指導・支援 ○小中学校の要請に応じて、指導主事等が教科指導に
関する指導・助言を行った。

事業評価

５　教育課題調査・研究・開
　発

○基礎学力調査と活用 ○児童生徒個人の経年変化が見られる学力調査を実施
し、教科学力と学習意識の向上を図った。

○教育に関する調査・研究・開発 ○全国学力・学習状況調査の結果について調査し、考
察を加えた冊子を作成し、各校に指導法改善の周知
を図った。

○研究校等、特色ある教育活動へ
の支援

○外国語教育、情報教育、環境教育、食育指導、心の
バリアフリー教育、学校体育研究などの特色ある教
育活動を行う６小学校及び１中学校への支援を行っ
た。

Ａ

Ｓ

Ａ
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事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

点検評価調書

Ⅰ　知・徳・体の調和の取れた教育を推進し、生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]

１　子どもたちの学ぶ力を育む

（★は、重点的な取組）指導課・学務課

○教材の研究開発 ○教育センターで作成した社会科ワークテストや漢字
・計算力検定、ＳＮＳ等対応ネットリテラシー教材
等を周知し、活用を図った。

事業評価

６　教育研究団体支援事業 ○教職員による自主講座の開催 ○要請に応じて、研修会に指導主事等を派遣し、指導
・助言を行った。

○本市教育研究会への指導・助言 ○要請に応じて、授業研修会に指導主事等を６校へ派
遣し、指導・助言を行った。

○各研究団体の活動支援 ○要請に応じて、指導主事等を派遣し、活動支援を行
った。

事業評価

７　幼児教育の充実 ○幼児教育に関する様々な情報の提
供

○保護者会や園だより等を通じ、園児の様子や幼児教
育に係る情報を積極的に提供した。

○組織的・計画的な園内研修の推進 ○年間計画に基づき、非常勤職員等も含めた園内研修
 を実施した。

○職場見学や体験を通しての交流 ○小学校の職場見学学習を行った。中学校の職場体験
学習を実施した。

○子ども発達センターや健康増進課
等との連携

○関係課の職員と年８回の会議を実施したり、全小中
学校への巡回訪問を２回行ったりする中で、児童生
徒の指導・支援に関して情報共有を図った。

○指導補助や支援のための非常勤職
員の配置

○２幼稚園に補助教員９名、支援員２名を配置した。

○相談支援ファイルを活用した早期
就学相談の実施

○コスモスファイルを活用し、年間を通した個別の就
学相談を実施した。

事業評価

８　読書活動推進のための学
　校図書館の整備

○学校図書システムの活用による
学校間貸出の推進

○図書システムを活用し、４つの小中学校間で２１冊
の貸し出しを行った。

○計画的な図書資料の選定と購入 ○文部科学省が示す学校図書館図書標準に基づき、児
童生徒への指導に適した蔵書の選定及び購入を行っ
た。

○蔵書点検の実施 ○図書システムの入替作業があったため、実施できな
かった。

○学校司書の適切な配置 ○全小中学校に学校司書１３名配置した。

○学校司書連絡会の定期的な開催 ○学校等を会場とし、学校司書を対象とした連絡会を
１１回実施した。

事業評価

９　市立図書館との連携事業
　の開催

○学校図書館担当者会議、学校司書
連絡会での情報交換

○学校図書館担当者会議や学校司書連絡会に市立図書
館司書も出席し、情報交換を３回行った。

○市立図書館からの団体貸し出し
の利用促進

○小中学校の要望に応じて、市立図書館から学校へ
２５件の団体貸し出しを利用した。

Ａ

Ａ

Ｓ

Ａ

－　14　－



事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

点検評価調書

Ⅰ　知・徳・体の調和の取れた教育を推進し、生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]

１　子どもたちの学ぶ力を育む

（★は、重点的な取組）指導課・学務課

○スクール便貸出事業 ○市立図書館からスクール便として、小学校１６校に
３回ずつ書籍のセット貸し出しを利用し、読書活動
推進を図った。

○図書館司書研修会の開催 ○学校司書を対象とした連絡会を１１回実施した。

事業評価

10　国際理解教育（外国語教
　育）の推進★

○外国語指導助手（ALT)及び日本
人英語教育コーディネーターの
活用

○全幼小中学校に１３名のＡＬＴを、全小学校に
１１名の英語教育コーディネーターを配置し、
コミュニケーション能力の育成に向けた実践力
の向上を図った。

○日本語指導員の派遣 ○８名の日本語指導員を１１校に配置し、外国人児童
生徒や帰国児童生徒の円滑な学校生活や学習活動の
保障を行った。

○小学校中学年の外国語活動及び
高学年の外国語科の充実

○全小学校において、３・４年生は年間３５時間の外
国語活動を、５・６年生は年間７０時間の外国語科
の授業を実施した。

○小学校低学年における国際理解
教育の推進

○各小学校において、外国語活動や休み時間等でＡＬ
Ｔと触れ合う機会を多く設けた。

○イングリッシュアカデミーホッ
プ（小学３・４年生対象の英語
研修会）の実施

○ＡＬＴを活用し、夏季休業中に小学校３・４年生を
対象とした半日の研修を２回実施した。９６名の児
童が参加した。

○イングリッシュアカデミース
テップ（小学５・６年生対象の
英語研修会）の実施

○ＡＬＴを活用し、夏季休業中に小学校５・６年生を
対象とした半日の研修を２回実施した。５５名の児
童が参加した。

○イングリッシュアカデミージャ
ンプ（中学生対象の海外派遣研
修）の実施

○市内中学校に研修生を募集し、７０名の応募があっ
た。この内、２０名をオーストラリアメルボルンへ
派遣した。海外派遣の前後に、３回の事前研修と
１回の事後研修を実施した。

○英語コミュニケーション能力検
定テスト「印西英語マスター」
の開発

○次年度本実施に向けて検証テストを市内１８小学校
で実施し、３６７名が受検した。

○小中学校で連携した外国語教育
の推進

○国際理解教育担当者研修会にて各中学校区毎に、実
態に合わせた様々な取組を協議・計画をし、実施し
た。また年度末には、次年度に向けての取組を検討
した。

事業評価★

11　特別支援教育及び支援体
　制の充実

○個別の指導計画・個別の教育支援
計画の作成と活用

○小中学校において個別の指導計画・個別の教育支援
計画を作成し、具体的な指導・支援に活用した。

○学習指導員及び介助員の配置 ○小・中学校において学習指導員５２名、介助員４２
名を配置した。

○校内支援体制の充実 ○児童生徒の教育的ニーズに応じて、特別支援学級・
通常学級間の交流学習を行うとともに、校内では組
織的対応を図った。

○定期の巡回相談の実施 ○関係課の職員と連携し、小中学校への巡回訪問を
２回ずつ行い、児童生徒の指導・支援に関して情報
共有を図った。

○専門家チームの活用 ○専門家チーム会議を２回実施し、事例があがった際
の参観や検討の仕方についての話し合いを行った。

Ａ

Ｓ

－　15　－



事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

点検評価調書

Ⅰ　知・徳・体の調和の取れた教育を推進し、生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]

１　子どもたちの学ぶ力を育む

（★は、重点的な取組）指導課・学務課

○家庭、医療、関係機関等との連携 ○児童生徒個々の教育的ニーズに合わせて対応できる
　よう、必要に応じて国際医療福祉大学成田病院等と
　指導・支援の方法に関する情報共有及び連絡調整を
　図った。

○適応指導教室との連携 ○児童生徒個々の教育的ニーズに合わせて対応できる
よう、必要に応じて指導・支援の方法に関する情報
共有及び連絡調整を図った。

○特別支援教育に関する研修会の開
催

○小中学校の特別支援教育担当者を対象とした研修会
を１回と、学習指導員及び介助員等を対象とした研
修会を２回実施した。

○コスモスファイルを活用した児童
生徒理解

○就学相談ではコスモスファイルの持参を依頼し、
他機関での相談や幼稚園からの情報記録もしながら
相談を行った。

○インクルーシブ教育の推進 ○小中学校の要請訪問で、合理的配慮やユニバーサル
デザインにおける基礎的な知識などの理論研修を
行った。

○医療的ケア看護職員の配置 ○医療的ケアを必要とする市内４名の児童に対し、
看護職員を配置して医療的ケアを行った。

事業評価

12　教育支援の推進 ○教育支援委員会の開催 ○１１名の委員により、教育支援委員会を４回実施
した。

○早期就学相談の実施 ○５月に就学相談会を２回実施した。また、年間を
通して個別の就学相談を実施した。

○関係課担当者会議の実施 ○５課担当者会議を７回実施した。また、ネットワー
ク部会を２回実施した。

事業評価

13　キャリア教育の推進 ○中学校職場体験学習（印西市生き
活き体験）の実施と小学校職場見
学学習の支援

○中学校８校が市内１８６事業所の協力のもと、職場
体験学習を実施した。

○地域の企業、職業人との連携 ○小中学校で民間事業所の方や職業人を講師に招き、
講話会等を実施した。

○キャリア・パスポートへの支援 ○小中学校の児童生徒一人ひとりにキャリアパスポー
トを配付し、キャリア教育の推進を図った。

事業評価

今後の施策の方向性

Ａ

Ａ

　今年度も感染症等の対策を継続したため、一部の事業を中止したり変更したりすることに
なったが、体験したり対面したりして実施する事業も工夫しながら実施した。児童生徒の学
ぶ力を育むことができているので、事業を継続し、更に施策の推進を図る。
　会議や研修会、連絡会については、オンラインでの開催も含め、より効果的・効率的な開
催方法を工夫していく。
　教科等の指導における１人１台端末の活用について、教職員の技能や意識を向上していけ
るよう支援の充実を図りたい。
　国際理解教育の充実に向けて、ＡＬＴや日本人の英語教育コーディネーターの配置による
授業支援、市独自の英語コミュニケーション能力検定テストの開発、外国語教育における小
中連携を推進していく。

Ａ
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事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

１　道徳教育の充実★ ○道徳教育全体計画の改善と校内推
進体制の充実

○小中学校の道徳教育推進教師を中心に計画の見直し
や指導の実践を図った。

○道徳教育授業実践研修会の開催 ○小中学校から推薦された教職員を対象に、研修会を
３回実施した。

事業評価★

２　人権教育の推進★ ○人権教育全体計画の改善と心を育
てる教育の充実

○国や県の動向を踏まえた各校の取組について指導・
助言を行った。

○人権教育研修の実施 ○要請のあった小中学校で、指導主事等による人権教
育に関する校内研修を実施した。

○人権教室の開催 ○小中学校で道徳や学年集会の時間を使い、人権教育
の推進を図った。

○いじめに関するアンケートの定期
的な実施

○小中学校で定期的なアンケート及び教育相談を実施
し、いじめの未然防止、早期発見、事態解決を図っ
た。

○いじめ問題対策連絡協議会等の開
催

〇いじめ防止対策会議を毎月１回以上実施し、いじめ
　の実態把握や未然防止、早期発見等の対応について
　共通理解を図った。また、いじめ問題対策連絡協議
　会を１回開催し、関係者間の連携・情報共有を図っ
　た。

○家庭・地域や関係機関との連携に
よる人権意識の啓発

○学校からの便り及び学校ホームページ等を通じて、
学校の取組について情報発信した。

○多様性を尊重する人権教育の推
進

〇LGBTQの方への配慮や理解を深めるための教育活動
　について、要請訪問の際に指導・助言を行った。

事業評価★

３　文化・芸術体験事業の
　充実

○さわやかハートフルコンサートの
開催

○小学校５年生音楽系部活動、及び中学校代表生徒を
対象に、日頃の音楽練習の成果を発表し合う場とし
てコンサートを開催した。

○小学校芸術鑑賞教室の開催 ○小学校６年生を対象に、観客動員人数を総集客数の
半分にして、公演を６回開催した。

事業評価

４　体験活動の充実 ○奉仕等体験活動の実施 ○小中学校で年間計画に基づき、学校や地域の美化活
動を実施した。

○自然科学体験学習の実施 ○小中学校で年間計画に基づき、児童生徒や地域の実
態に応じた自然体験学習を実施した。

○みどりの少年団活動の推進 ○小中学校で緑化活動に取り組んだ。

○親子体験学習の実施 ○児童生徒・保護者を対象に、里山観察会、オンラ
イン形式の科学実験講座を実施し、６８名が参加
した。

事業評価

点検評価調書

Ⅰ　知・徳・体の調和の取れた教育を推進し、生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]
２　子どもたちの豊かな心を育む

（★は、重点的な取組）指導課

Ｓ

Ａ

Ａ

Ａ
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事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

点検評価調書

Ⅰ　知・徳・体の調和の取れた教育を推進し、生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]
２　子どもたちの豊かな心を育む

（★は、重点的な取組）指導課

５　郷土愛を育む教育の推進 ○地域学「ふるさと印西学」の実施 ○地域学「ふるさと印西学」の教材を開発し、学習を
　全校で実施した。

○各小中学校に設置している「歴
史資料室」の内容の充実

○各学校において掲示物及び展示物等の見直しや更新
を行い、内容の充実に努めた。

○地域資源・地域人材の活用 ○各学校において地域資源・地域人材の活用に努め
た。

事業評価

６　適応指導教室事業の推進
　★

○適応指導教室の充実 ○「緑のまきば」「森のステーション」２つの適応指
導教室を運営し、小学生５名、中学生２２名が在籍
した。

○適応指導教室連絡会の実施 ○より丁寧な個別指導の観点から、適応指導教室連絡
会議を毎月実施した。

事業評価★

７　教育相談の充実 ○面接相談・電話相談の充実 ○面談を１３６件、電話相談を６３件実施した。この
うち、子ども相談室の利用は３３件であった。

○不登校児童生徒等の相談の充実 ○必要に応じてケース会議を実施し、訪問相談担当教
員やスクールソーシャルワーカー等との連携を図っ
た。

○関係機関との連携 ○学校だけではなく、市の子育て支援担当課や医療機
関との連携を図った。

○訪問指導の充実 ○訪問相談担当教員やスクールソーシャルワーカーを
活用し、相談の充実を図った。

○スクールカウンセラー等の活用 ○小中学校に配置されたスクールカウンセラーが、児
童生徒及び保護者の相談に関わった。

○学校諸問題に対する助言・指導 ○スクールアドバイザー２名が、学校の諸問題に対し
て、広い視野から総合的見地に立って指導・助言を
１３１回行った。

事業評価

今後の施策の方向性

Ｓ

　今年度も感染症等の対策を継続したため、集合型・体験型の事業を一部中止することも
あったが、従来の方法を工夫しながら実施し児童生徒の豊かな心を育むことができているの
で、事業を継続し、更に施策の推進を図る。
　適応指導教室事業については、今後も、実施方法を学校や児童生徒の実態をふまえて工夫
し、より効果的・効率的な実施を検討していく。 児童生徒への心の教育の充実を図るとと
もに、いじめや不登校への対策、悩みを抱える児童生徒への支援のため、関係・専門機関と
の適時かつ継続的な連携を図っていく必要がある。

Ａ

Ｓ
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事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

１　学校体育の充実★ ○体育主任会議の開催 ○小学校体育主任対象の会議を３回、中学校体育主任
対象の会議を１回、計４回実施した。

○小学校駅伝競走大会の開催 ○全小学校が参加し実施し、通常どおりの大会を開催
した。

○中学校武道学習における外部指導
者の活用

○県の特別非常勤講師配置事業により、１中学校に外
部人材を１名配置し、活用した。

○授業や大会等における順天堂大学
との連携強化

○小学校駅伝競走大会にて、伴走等で協力を得て実施
した。また、オリパラスポーツ教室で小中学校１５
校への協力を得た。

○運動に親しむ能力を育成するため
の授業改善指導

○各校からの要請に基づき、指導主事を派遣し、体育
科（保健体育科）学習の授業改善を図った。

○体力・運動能力調査の集計・分析 ○とりまとめた集計結果を各学校に周知し、各学校で
　の体育科（保健体育科）学習や体力向上の取組に生
　かした。

事業評価★

２　運動部活動の充実 ○部活動サポート事業による指導者
派遣

○部活動サポーター２１名を派遣し、技能及び競技力
の向上を図った。

○部活動補助金交付事業による経済
的支援

○各種大会及び関東大会・全国大会参加者２８人の交
通費等の経費について支援を行った。

〇部活動の適切な運営に向けた指
　導・助言

〇活動方針や活動報告、日々の活動の様子を確認し、
　安全で適切な部活動運営ができるように助言を行っ
　た。

事業評価

３　健康教育の推進 ○保健指導教材の整備 ○沐浴人形等の貸し出しを２校に行った。

○薬物乱用防止教育の推進 ○薬物乱用防止教室を中学校で実施するとともに、
薬物の依存性や怖さについて学習する保健領域の
授業を行った。

〇養護教諭、小児科医による「いの
　ちの授業」の実施（中学生対象）

○「いのちの授業」を中学校３校で実施した。オン
ラインを活用し、感染症対策にも配慮して実施
できた。

〇養護教諭、助産師、保健師等によ
　る性に関する指導の実施（小学
　６年生、中学３年生対象）

○小中学校に助産師を派遣し、思春期の体や心、い
のちの安全教育について授業を行った。

○学校医，学校歯科医，学校薬剤
師との連携

○学校保健会理事会を書面開催した。

事業評価

４　学校保健会の活動の充実 ○各部会（小児生活習慣病予防、
　歯科保健、アレルギー対策、感
　染症対策等）及び研修会（学校
　薬剤師、養護教諭、栄養教諭等）
　の活動の支援

○小児生活習慣病予防検討部会を１回、歯科保健検討
部会を１回開催した。

○アレルギー対策検討部会を１回、学校薬剤師部会を
２回、栄養士部会を３回、養護教諭部会を３回実施
した。

○「印西市の学校保健」（小冊子）
と学校保健会報の発行

○「印西市の学校保健」を１回、学校保健会報を１回
発行した。

事業評価

Ａ

点検評価調書

Ⅰ　知・徳・体の調和の取れた教育を推進し、生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]
３　子どもたちの健やかな体を育む

（★は、重点的な取組）指導課・学校給食課

Ａ

Ａ

Ａ
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事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

点検評価調書

Ⅰ　知・徳・体の調和の取れた教育を推進し、生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]
３　子どもたちの健やかな体を育む

（★は、重点的な取組）指導課・学校給食課

５　健康診断の実施と事後措
　置の徹底

○就学前児・児童・生徒の健康診断
の実施

○児童生徒への定期健康診断（内科・歯科・耳鼻科・
眼科・尿検査・結核等）及び就学時健康診断を実施
した（一部縮小実施あり）。

○健康診断結果の集計と分析 ○健康診断結果を「印西市の学校保健」にまとめた。

○個別指導の充実（治療勧告） ○健康診断結果に基づき保護者に治療勧告を行うと
ともに、個別指導を実施した。

事業評価

６　小児生活習慣病の予防 ○学校医、養護教諭、栄養教諭等に
よる小児生活習慣病予防検討部会
の開催

○小児生活習慣病予防検討部会を１回開催した。

○小児生活習慣病予防検診の実施
（小学５年生、中学１・３年生
対象）

○小学５年生、中学１・３年生を対象に、小児生活習
慣病予防検診を実施した。

○養護教諭、栄養教諭等による小児
生活習慣病予防教室及び事後指
導・個別相談の実施

○養護教諭、栄養教諭等による小児生活習慣病予防教
室及び事後指導・個別相談を小中学校で実施した。

事業評価

７　口腔衛生事業の推進 ○学校歯科医、養護教諭、歯科衛生
士等による学校歯科保健検討部会
の開催

○学校歯科保健検討部会を１回開催した。

○学校歯科医、歯科衛生士等による
歯科相談・ブラッシング指導の実
施

○学校歯科医、歯科衛生士等による、ブラッシング
指導と講義を実施した。

事業評価

８　保健室機能の充実 ○保健室の整備 ○新型コロナウイルス感染症等対策のため、消毒液等
の衛生物品の配付を随時行った。

○健康相談の実施 ○養護教諭の資質向上と児童生徒の健康課題解決を目
指して、養護教諭部会の中に健康相談班を設け、
研鑽を積んだ。

事業評価

９　学校環境衛生の充実と感
　染症対策の徹底★

○環境衛生検査（水質検査、照度検
査、空気検査等）の実施

○照度・照明検査、飲料水水質検査、空気環境調査
（ホルムアルデヒド・二酸化炭素・二酸化窒素）、

ダニアレルゲン検査、配膳室衛生検査を小中学校で
実施した。

○学校医・学校薬剤師等との連携に
よる衛生管理体制の整備

○必要時、学校医・学校薬剤師等に相談し、小中学
校の衛生管理に努めた。

○環境衛生を良好に保つための適切
な消毒や清掃の実施

○感染症拡大防止対策のため、小中学校で適切な消毒
や清掃を行った。

事業評価★

Ｓ

Ｓ

Ａ

Ｓ

Ａ
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事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

点検評価調書

Ⅰ　知・徳・体の調和の取れた教育を推進し、生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む[学校教育]
３　子どもたちの健やかな体を育む

（★は、重点的な取組）指導課・学校給食課

10　食に関する指導の推進 ○「印西市食育ミニマム」や食に関
する指導の全体計画に基づいた組
織的な指導

○「印西市食育ミニマム」の職員への周知を行い、組
織的な指導の推進に努めた。

○栄養教諭、養護教諭、学級担任等
の連携による食育指導

○各種授業や給食時の訪問等で、学校と連携を図りな
がら実施した。

○栄養教室（全小学校１・３年生）
・食育の授業の開催（希望による
小学校２・４・６年生に実施）

○栄養教室は、小学校１年生「みんなの給食」、小学
校３年生「野菜パワーのひみつ」を実施した。食育
の授業は、小学校２年生「３つのなかまわけ」を
１４校で、小学校４年生「元気が出る朝ごはんを考
えよう」を１３校で、小学校６年生「栄養を考えた
朝食にしよう」または「１食分の献立をたてよう」
を１３校で実施した。

○小児生活習慣病予防教室の開催
（小学校５年生・中学校１年生対
象）

○養護教諭及び給食センター栄養士の指導により、小
学校５年生「生活習慣病を予防しよう」、中学校１
年生「バランスの良い朝食を食べて生活習慣病を予
防しよう」を小中学校で実施した。

○家庭・地域と連携した食育の推進 ○食育つうしんを年１２号発行し、家庭への啓発を
　行った。授業終了後、指導内容がわかる保護者資
　料の配付とともに家庭と連携した事後活動を実施
　した。

○ちば食育ボランティア、ちば食育
サポート企業の活用

○学校と連携し、食育サポート企業を活用して授業を
行った。

○給食レストランの開催（市民対
象）

○感染症対策及び調理場の調理能力が超過している状
況により、中止した。

事業評価

11　学校給食の充実 ○献立の工夫と改善 ○印西市産の食材を３８．２％、千葉県産を２８．
３％使用し、地産地消を推進した。また、行事食
・郷土料理などを献立に取り入れた。

○衛生管理の徹底 ○衛生管理研修会等へ参加した。また、食品細菌検査
を実施した。

○給食残渣
ざんさ

等の再資源化
○給食残渣の再資源化（堆肥化）を業者委託により実

施し、実績として147,922㎏を再資源化した。

○食物アレルギーへの対策及び食
物アレルギー対応給食の提供

○食物アレルギーの保健調査票を基に使用食品一覧
表、加工食品分析表を保護者に配付し、事故防止
に努めた。また、特別調理室のある中央学校給食
センターでは、対応給食（卵・乳の除去食）の提
供を実施した。

事業評価

今後の施策の方向性

Ａ

Ａ

　学校体育、学校保健においては、感染症予防対策のため集合型・体験型の事業を中止する
こともあったが、多くの事業については、人数や時間を調整しながら従来に近い方法で実施
した。
　児童生徒の健やかな体を育むことができているので、事業を継続し、更に施策の推進を図
る。
　全国的に児童生徒の体力・運動能力の低下が指摘されており、本市においても改善に向け
た努力が必要である。今後は、従来の方法での実施に戻すことを基本としつつ、関係課や関
係機関との連携を図り、児童生徒の体と心の健康を保持していきたい。
　食に関する指導の推進については、学校と連携をとりながら、全体計画に基づく組織的な
指導で更なる充実を図りたい。
　学校給食については、児童生徒数の増加を注視しながら、引き続き安全で安心な給食を提
供できるよう進めていく。
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事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

１　安全な学校・幼稚園施設
等の充実★

○印西市学校施設長寿命化計画に
基づく改修工事及び校舎増築工
事

○令和５年度は、高花小学校保全改修工事、大森小学
校大規模改修工事設計業務を行った。

○学校給食センターの施設及び老朽
化への対応

○児童生徒数の増加に対応するため、令和６年４月か
ら開設する高花学校給食センターを建設した。

○管理・教材備品等の整備 ○令和５年度は、小学校31台、中学校12台の65型モニ
ターを購入し、普通教室と特別教室に大型モニター
の整備を行った。また、令和６年度の児童生徒増分
として701台のパソコンを購入した。

事業評価★

２　就学援助の充実 ○経済的理由により就学困難と認
められる児童生徒の保護者に就
学援助を実施

○要保護・準要保護家庭の小学校219名、中学校161
名、合わせて380名の児童生徒に対して、就学援助
費を給付した。

事業評価

３　修学旅行費補助事業 ○小中学校が実施する修学旅行に際
し、保護者が負担する費用の一部を
補助

○小学校18校、中学校9校に対し、修学旅行費補助を
実施した。

事業評価

４　通学費補助事業 ○小中学校への通学手段として、
路線バスを利用している児童及
び生徒に対し、定期乗車券分を
全額補助

○印西市立中学校へ通学手段として路線バスを利用し
ている生徒33名に対して通学費を補助した。

事業評価

今後の施策の方向性

点検評価調書

Ⅱ　子どもたちが安全で安心できる生活を送り健やかに成長できるよう、教育環境を充実させる
　［教育環境］

１　教育環境整備の充実

（★は、重点的な取組）教育総務課・学務課・学校給食課

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

 今後も計画的な学校施設等の改修工事及び児童生徒数の増に対応するための事業を行う。
 就学援助制度や通学費補助制度を必要とする世帯が利用しやすいよう、周知方法や手続き
方法について検討するとともに、学校との連携を図りながら効率的に事業を進めていく。
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事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

１　学校の適正規模・適正配
 置の推進

○学校の適正規模・適正配置の推
進

○船穂小学校・本埜中学校について小規模特認校制度
を導入した。

○学校適正配置審議会の開催 ○４回の審議会を開催し、第二次学校適正規模・適正
配置基本方針を策定した。

○保護者説明会の実施 ○原小学校について、校舎増築に伴う対応の経過報告
等の説明会を実施した。また、通学区域制度の弾力
的運用に関する学校見学会を７回実施した。

○通学区域審議会の開催 ○３回の審議会を開催し、西の原小学校及び西の原中
学校の通学区域である印西市草深の一部に係る通学
区域の見直しにについて諮問し、答申を受けた。

事業評価

今後の施策の方向性

事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

１　ＩＣＴ環境の整備と活用 ○教科指導用ＩＣＴ関連環境整備の
　充実

○１人１台端末の活用に関する情報提供と、教育セン
ターによるワンストップでの修理・トラブル対応を
行った。

○校務支援システムの機能の充実 ○システム導入業者とのミーティングを毎月１回実施
し、現場の要望のうち可能なものを機能に反映させ
た。

○校務支援システムを活用した学
籍、成績、保健等の校務情報化の
推進

○学籍、成績、保健情報を教育系サーバーにおいて一
元管理し、安全かつ適切な情報管理に努めた。校務
支援システムの利便性向上のためバージョンアップ
を実施した。

○公簿や文書、教育情報の電子化の
推進

○教育委員会からの通達文書のほぼ全てをデジタル化
して、各校へ発信した。グループウェアの機能を利
用して、校内デジタル回覧を行った。

○各システムやサーバー・端末等の
適正な運用管理

○保守管理の委託業者が適宜対応し、トラブルの未然
防止と早期対応を図った。

○学校間グループウェアと文書管理
システムを活用した教育関係資料・
各種文書の電子化及び共有化

○教育委員会からの通達文書はグループウェアを利用
して円滑に接受・校内回覧が行われるようにした。

○学校ホームページ及びメール配信
システムの広報的機能強化

○小中学校ホームページにて日常的に情報を発信して
おり、市内小中学校全体で年間約１,５００万件を
超えるアクセスを得た。

○学校図書館システムの活用推進 ○図書システムの機能については学校司書に周知を図
り活用推進に努めた。

事業評価

３　情報化社会に対応した教育の推進

（★は、重点的な取組）指導課

Ｓ

Ａ

　「第二次印西市学校適正規模・適正配置基本方針」に基づき、学校適正配置を進めると
ともに、直面する課題についても、適切な対応となるよう努めていく。

２　学校の適正規模・適正配置の推進　　学務課
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事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

２　情報教育の推進★ ○ＳＮＳ等対応ネットリテラシー教
育の充実

○小中学校の要請に応じて、児童生徒・保護者を対象
に、指導主事等によるSNSネットリテラシー出前授
業を１４回実施した。この他各学校ごとにネットリ
テラシー教育を積極的に実施した。

○情報セキュリティポリシー遵守の
徹底

○セキュリティポリシーを、市内教職員が誰でも閲覧
できるようにし、市内小中学校へ周知を図った。

○教育ＣＩＯの配置、ヘルプデスク
の設置

○校務システムに関するヘルプデスクを常設し、市内
教職員の操作上の質問について迅速に回答した。

○教育資料の収集・活用・提供 ○各校の資料を教育センターで学校ごとに保管してい
る。指導案は市内教職員で共有し、日常の指導に役
立てている。ＩＣＴを活用した情報共有の仕組みを
整えている。

○教育センターホームページによる
教育広報推進

○教育センターホームページに各校の様子や取組を
日々紹介し、年間６５万件のアクセスを得た。

○教科等、情報教育、プログラミン
グ教育におけるＩＣＴ活用に関す
る研修の実施及び各学校への出前
講座実施、ＩＣＴ支援員の派遣

○ＩＣＴ活用に関する校内研修に指導主事を派遣し、
指導・助言を行った。また、個別の要請に対しても
指導主事が対応し、授業での機器利用推進を図っ
た。

事業評価★

今後の施策の方向性

事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

１　安全教育の充実 ○交通安全教室の実施
（市立幼稚園・小中学校対象）

○交通指導員を派遣して、全幼稚園・全小中学校で交
通安全教室を実施した。

○防犯教室の実施
（市立幼稚園・小中学校対象）

○防犯教室を全幼稚園・全小中学校で実施した。

○避難訓練の実施
（市立幼稚園・小中学校対象）

○避難訓練を全幼稚園・全小中学校で実施した。

事業評価

（★は、重点的な取組）指導課

Ｓ

Ａ

　各学校において１人１台端末の日常的な活用が行われている。端末を教材・教具、文具
として日常的に利用することができるよう、市内小中学校への積極的な情報提供、市内教
職員間の情報交流の場の設定、ＩＣＴ支援員のより効果的な活用を図り、授業、校務の両
面において情報化促進を図っていく。
　さらにより広い視点を持ち、校務・授業・保護者や地域との連携の観点で学校ＤＸを推
進する。

４　信頼される学校づくり
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事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

２　児童生徒・園児の安全確
　保

○学校安全に関する計画やマニュア
ルの見直しと定期的な施設点検の
実施に関する指導・助言

○小中学校より提出された防災計画・学校安全マニュ
アルの内容の点検を行った。また、諸表簿点検の際
に指導主事等による確認を行った。

○防犯ブザーの貸与
（小学新入生対象）

○防犯ブザーを小学校１年生及び転入生に貸与した。

○自転車通学用ヘルメット貸与
（小・中学新入生対象）

○自転車通学用ヘルメットを自転車通学の中学校１年
生に貸与した。

○メール配信システムの活用
（市立幼稚園・小中学校等）

○防犯情報、活動予定等を保護者等にメール配信し、
主に緊急を要する情報の提供を図った。

○防災行政無線を活用しての見守り
活動の推進

○防災行政無線を活用し、火・木・土日の週４回の防
犯無線を継続的に実施した。

○安全主任等研修会の開催 ○安全主任等研修会を１回実施した。

○こども１１０番の家の推進 ○小中学校で「こども１１０番の家」の設置を推進し
た。

○台風・雷雨・竜巻等自然災害対応
安全指導の充実

○自然災害への対応について、事前に各校へ注意喚起
を促すとともに、各校では児童生徒への指導を行っ
た。

○理科薬品の安全管理の指導 ○小中学校の理科薬品管理簿を点検し、確認事項や改
善が必要な点について指導・助言を行った。

事業評価

３　通学路の安全確保 ○印西市通学路交通安全プログラム
に基づいた通学路安全点検の実施
と関係課、関係機関との連携・
対応

○小学校で通学路の点検を実施するとともに、関係各
課・関係機関と連携し、通学路の改善を図った。

○安全マップを活用した児童への安
全教育及び保護者・関係機関・関
係者との情報共有

○安全マップを小学校１年生及び転入生に配付し、学
区内の危険箇所に対する注意喚起を行った。

事業評価

４　学校管理下における災害
　共済給付

○日本スポーツ振興センター災害共
済給付制度への加入の推奨

○小中学校を通じて加入の推奨を行った。
（全員加入）

○災害給付手続きに関する学校への
情報提供及び指導

○手続きに関する手引きを各校に配付するとともに、
研修会等で指導・助言を行った。

事業評価

５　学校情報公開と地域の連
　携★

○学校ホームページを活用した学校
広報の充実

○小中学校がホームページを通して積極的に情報を発
信し、全校で年間約１,５００万件を超えるアクセ
スを得た。

○教育センターホームページを活用
した各学校の取組の共有化

○教育センターホームページで各校の様子や取組を紹
介し、情報共有の推進を図った。

○地域人材の活用（学校・家庭・地
域の連携）

○読み聞かせや職業人の講話等、地域人材活用の工夫
に努めた。

○学校評価による学校教育の改善 ○小中学校で学校評価を実施し、結果をホームページ
上などで公開した。

○学校公開授業の推進 ○小中学校で分散型授業参観やオンライン授業参観等
の工夫をし、授業公開の推進を図った。

事業評価★

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ａ
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事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

６　働き方改革の推進 ○教職員の勤務状況の把握及び改善
の指導・助言

○出退勤等の勤務状況に基づき、必要に応じて職員へ
指導・助言を行った。

○校務支援システムの活用促進 ○児童生徒の学籍、成績、保健情報を安全に一元管理
し、事務文書の発出や提出のデジタル化を推進を
図った。

○オンライン会議・研修の促進 ○必要に応じてオンライン会議を実施した。

○ＩＣカードを活用した出退勤時
刻の客観的な把握

○各学校で、ＩＣカードを利用した出退勤時刻の管理
を行うことにより、職員の勤務状況を把握した。

○Ｗｅｂフォームを活用した各種
調査・アンケートの実施

○９５％以上の学校において、クラウドサービスを用
いて調査やアンケートの実施、集計を実施した。

○保護者宛文書のデジタル配信 ○全小中学校において、お便り配信サービスの活用に
より保護者宛文書をデジタル化し、省力化・省資源
化を図った。

○中学校への自動採点システムの
導入

○全中学校に自動採点システムを導入し、採点や集計
負担の軽減が図られている。

事業評価

今後の施策の方向性

Ｓ

　感染症等の対策のため、集合型・体験型の事業については、一部で内容を変更したり、
人数や時間を調整したりしながら実施し、少しずつ従来の方法に戻しながら学校安全を推
進することができているので、事業を継続し、更に施策の推進を図る。
　宅地開発が進む地域や道路事情が悪い地域もあり、通学路の安全対策をより充実させる
必要がある。引き続き各学校での点検や要望を踏まえながら、関係課や関係機関と連携し
速やかな対応を図っていく。
　全ての小中学校で学校ホームページを日常的に更新し、学校の取組を発信することがで
きている。今後もＩＣＴ活用を推進し、各学校での取組の周知や行事の公開など、オンラ
イン形式での発信を推進していく。他の事業についてもＩＣＴ活用による効率化を図って
いく。
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事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

１　文化・芸術事業の充実 ○指定管理者による文化ホールの
　管理運営及び事業の実施

事業評価

２　文化・芸術活動の支援
　★

○市民文化祭の実施 ○市民文化祭及びオンライン文化祭を実施した。
参加者及び来場者数は5,997人、出展数はオン
ラインを含めて322点であった。

○市民の地域文化活動への支援 ○市民の自主的な文化活動に対して、社会教育施
設及び文化施設における活動支援、文化芸術関
連情報の提供、成果の発表・発信の場の提供を
行った。

○文化・芸術団体活動への支援 ○文化芸術団体に対する活動及び発表の場の提
供。事業の共催や後援により、団体活動の支援
を行った。

○文化・芸術情報の提供 ○公民館・文化ホール等の窓口へのポスター・チ
ラシ等の配布、市ホームページへの掲載、関係
団体への資料提供を行った。

○芸術ホール及びアートギャラ
リーの整備

○令和７年４月のオープンに向け事業者と調整を
行い準備を進めた。

事業評価★

３　子どもたちの文化・芸
　術活動の充実

○文化・芸術活動体験の実施 ○市民文化祭において文化芸術体験の機会を設け
るため茶道体験を行った。また、体験会の公募
を行い、けん玉体験及び日本ししゅう体験を行
った。

事業評価

４　文化・芸術活動を支え
　る人材育成の推進

○芸術文化協会と連携し，地域の
文化・芸術活動を支える人材育
成を支援

○印西市芸術文化協会と連携し、各加盟団体の公
益的で自主的な活動の支援を行った。

事業評価

今後の施策の方向性

Ａ

Ａ

Ａ

　文化芸術活動については、各事業相互に関わりがあることから一体的に推進して
いくことが効果的であり、事業の実施にあたっては関連する事業などにも留意しな
がら取り組んでいく。
　また、子どもたちの文化芸術活動については、学校教育と連携しながら充実に努
めていく。

点検評価調書

Ⅲ　市民が様々な文化や芸術に触れることができるとともに、先人の残した文化遺産の価
　値や意義を次世代に適切に継承する[文化・芸術]

１　文化・芸術活動の推進

（★は、重点的な取組）生涯学習課

○指定管理者が管理運営を行い、自主文化事業
25事業（鑑賞12事業、育成7事業、普及育成
2事業、創出4事業）を実施。
参加者数は8,822人
（鑑賞5,277人、育成2,958人、普及育成66人、
創出521人）。

Ａ
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事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

１　指定文化財保護事業★ ○有形文化財、史跡及び天然記念
 物の保存

○文化財所有者等に対し、文化財保存管理経費に
伴う補助金を交付した。また、市指定史跡の環
境保全に努めた。
補助金交付８団体364,000円

○無形民俗文化財の継承支援 ○指定無形民俗文化財の保存・継承活動に対し補
助金を交付した。
補助金交付４団体1,150,000円

○文化財の普及啓発 ○地域における文化財愛護思想の普及と防災意識
の向上のため、文化財防災訓練を実施した。ま
た、指定文化財パンフレット等を配布するなど
啓発に努めた。

事業評価★

２　文化財基礎調査事業 ○仏像調査の調査報告書刊行準備 ○印旛地区仏像調査の調書整理を実施した。

事業評価

３　埋蔵文化財の保護事業 ○市内主要遺跡調査の実施 ○市内に多く所在する遺跡を保存・活用するた
め、主要遺跡のうち、結縁寺塚群の測量調査を
実施した。

○埋蔵文化財の取扱い事務及び埋
蔵文化財包蔵地の保護

○開発行為等に伴う発掘調査を実施し、埋蔵文化
財包蔵地の保護に努めた。

○道作古墳群等の保存 ○ＮＰＯ法人小林住みよいまちづくり会と協働し
春・秋の２回道作古墳群見学会を実施した。

事業評価

４　文化財の活用事業★ ○有形文化財，史跡及び天然記念
物の活用

○文化財の適切な保存管理による公開事業を中心
に取り組んだ。また、市民団体による史跡の保
存及び活用事業を展開した。

○無形民俗文化財の公開 ○指定無形民俗文化財の公開について、事業の周
知・支援を行った。無形民俗文化財パンフレッ
トの配布や、伝統芸能フェスティバルのダイジ
ェスト動画をホームページで引き続き公開する
など普及啓発に努めた。

○埋蔵文化財の活用 ○発掘調査で出土した文化財について、修復可能
な遺物については復元に着手し、その他につい
ては適正に管理保管している。また、前年度発
掘調査分について報告書を作成し適切に記録保
存している。なお、当該報告書については、関
係自治体等にも配付し周知を図っている。

事業評価★

Ａ

Ａ

Ａ

点検評価調書

Ⅲ　市民が様々な文化や芸術に触れることができるとともに、先人の残した文化遺産の価
　値や意義を次世代に適切に継承する[文化・芸術]

２　文化財の保護・活用の推進

（★は、重点的な取組）生涯学習課

Ａ

－　28　－



事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

Ⅲ　市民が様々な文化や芸術に触れることができるとともに、先人の残した文化遺産の価
　値や意義を次世代に適切に継承する[文化・芸術]

２　文化財の保護・活用の推進

（★は、重点的な取組）生涯学習課

５　印旛歴史民俗資料館運
　営事業

○市域の考古、歴史、民俗等の資
料の収集・保管・調査・研究及
び成果の公表

○資料の収集・保管　寄贈６件（２２４点）の資
料を受け入れ。
燻蒸を実施し、収蔵・展示環境調査や温湿度の
計測を通じて資料の保管環境の維持に努めた。
収蔵資料の整理を実施した。

○調査・研究　石造物調査（印旛地区）、市内出
土埴輪調査、個人宅資料調査、民俗行事取材を
実施した。

○成果の公表　歴史民俗資料館研究紀要第６号（
４００部）を刊行した。

○常設展示の実施 ○主に印旛地区の民俗、考古、歴史資料を展示
し、市内無形民俗文化財記録映像の視聴を実施
した。開館日数２９２日、来館者数７９４人。

○講座及び体験型事業の実施 ○体験講座４講座、資料館講座１講座を実施し、
合計９４人が参加した。

事業評価

６　郷土資料の収集・保
　存・ 展示★

○分散化した歴史的資料の集約化
の検討

○市で保管する歴史的資料の保管場所、種別、数
量などの確認を実施し、分散化した歴史資料の
現状を把握するとともに、集約化に向けた準備
を進めた。

○印旛公民館及び印旛支所に分散保管された歴史
的資料を、旧宗像小学校特別教室棟に移設し、
暫定的に集約した。

○集約化に伴う新たな歴史文化施
設の検討

○（仮称）印西市歴史文化施設基本計画策定委員
会を立ち上げ、令和５年度末に計画を策定し
た。

事業評価★

今後の施策の方向性

　概ね計画どおりに事業を実施し、市民に市の歴史や文化に触れる機会を提供でき
た。引き続き、文化遺産の価値や意義について、次世代に継承できるよう資料の収
集・保存・活用に努める。
　文化財の収集及び活用については、工夫をしながら引き続き取り組んでいく。
　印旛歴史民俗資料館の施設の老朽化による展示施設の検討や歴史資料の集約化に
よる展示内容の充実のため、令和５年度末に「（仮称）印西市歴史文化施設基本計
画」を策定した。引き続き、新たな歴史文化施設を含めて検討する。

Ａ

Ａ
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事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

１　市史編さん事業★ ○市史刊行に向けた資料収集・調
査等の実施

○編集会議２回、中世部会２回、近世部会２回、
近現代部会４回
市保管近世古文書調査、龍腹寺境内出土板碑
調査、山田・圓天寺文書調査の実施
中世水域復元図作成
文書筆耕４１点
通史編４近現代の原稿執筆・編集・校正

○市史講座等の実施 ○通史編４近現代に関連した講演会の開催を予定
していたが、３月末の刊行後の実施に変更とな
り、実施を見送った。

○市史の刊行 ○『印西市史　通史編４　近現代』を刊行した。

○市史刊行物の頒布 ○１８５冊

事業評価★

２　地域史料の保存及び活
　用

○木下交流の杜歴史資料センター
の管理・運営

○開館日数２９０日、来所者数３，４９５人
展示事業　常設展示

○古文書等の調査及び収集 ○保管資料数
寄贈　１３０件 　約３，３００点

　寄託　　４９件　約３４，０００点
　購入　 　４件　 　４１５点
　収集　地域情報紙　 　２５３点

　広告　 　９８６点
　新聞　 　７，８４４点

○古文書等の整理及び保存、活用 ○資料整理
　木下・個人宅資料　約１，０１１点
　環境調査センターにおける資料保存環境調査
　を実施した。
　資料燻蒸
　令和４年度及び５年度受け入れ資料の燻蒸を実
　施した。

事業評価

３　歴史公文書の収集、整
　理保管

○歴史公文書の引継、整理保管 ○移管文書６４箱（文書保存箱換算）、引継件数
１，８０３件、保管数量約１，９２０箱（文書
保存箱換算）
行政資料の収集２９２件
収蔵庫ひっ迫のため、平成２２年度～令和４年
度移管文書１，５９４箱を旧宗像小学校に移動
した。

事業評価

今後の施策の方向性

Ａ

Ａ

　引き続き各事業に取り組むとともに、市史の刊行を進める。

点検評価調書

Ⅲ　市民が様々な文化や芸術に触れることができるとともに、先人の残した文化遺産の価
　値や意義を次世代に適切に継承する[文化・芸術]

３　市史編さん事業や地域史料の保存

（★は、重点的な取組）生涯学習課

Ｂ
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事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

１　生涯学習情報の提供 ○生涯学習ガイドの発行 ○300部発行し,講座，講師，団体，物品，施設情
報を掲載した。ガイドは市内各施設（支所・公
民館・保育園・幼稚園・小中学校・コミュニテ
ィセンター等）に配置した。

○生涯学習ガイド冊子の内容を市
ホームページで提供

○市ホームページに掲載し、随時追加情報の更新
を行った。年間2,506回の閲覧に供した。

事業評価

２　市民アカデミーの充実★ ○市民アカデミーの充実 ○学習プログラムの、充実を図り、幅広い学習機
会に努めた。

○公民館・地域交流館などの事業
での活用の充実

○年間22回の講座を実施し、多様なジャンルでの
学習を行った。
※卒論発表会、修了式を除く

事業評価★

３　公民館・地域交流館主催
 事業の充実

○市民ニーズや社会的課題をとら
えた事業の実施

○相続学習講座　3講座（延べ49人）

○子ども対象事業の充実 ○工作、学習講座等　37講座（延べ8,940人）

○大人対象事業の充実 ○趣味、教養、工芸等　35講座（延べ7,144人）

○団体や行政等との共催事業の充
実

○工作教室、野外教室等　4講座（延べ153人）

事業評価

４　生涯学習まちづくり出前
 講座の充実

○学習機会を増やし、市民参画の
きっかけとなる生涯学習まちづ
くり出前講座の充実

○市ホームページや広報で出前講座の周知に努め
た。年間５７件、８４８人が受講した。

事業評価

５　産学官民の連携・協力 ○大学などの高等教育機関や企業
などとの連携・協力

○順天堂大学と生涯学習公開講座を実施し、親子
スポーツ教室として年４回、１５組５２人が参
加した。
市民アカデミーでは、オープンキャンパスで
高等教育機関の施設を視察した。

○市民・市民団体との連携・協力 ○市民アカデミーの講師や視察ガイドとして、
　市民団体と連携を図った。

事業評価

６　社会教育関係団体の支援
★

○社会教育関係団体の支援・連携
強化

○活動支援のための補助金を交付するほか、事業
後援等により活動の支援を図った。（後援：27
事業）

○ボランティアの育成や地域で活
動する個人・団体のネットワー
ク化の推進

○市民アカデミーの受講者や卒業生が市民活動団
体へ加入したり、新たな団体の立ち上げ等につ
いての機会づくりが実施できた。

事業評価★

点検評価調書

Ⅳ　市民が生涯を通して学ぶことができるとともに、地域で子どもたちを守り育てる
　[生涯学習・青少年健全育成]

１　多様な学習機会の提供

（★は、重点的な取組）生涯学習課

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
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点検評価調書

Ⅳ　市民が生涯を通して学ぶことができるとともに、地域で子どもたちを守り育てる
　[生涯学習・青少年健全育成]

今後の施策の方向性

事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

１　図書館サービスの充実★ ○資料の収集・管理及び提供 ○市立図書館6館で、購入・寄贈により図書を
11,496冊、雑誌を3,193冊、視聴覚資料を119点
受け入れ、延べ267,214人の利用者に845,338点
の図書館資料の貸出しを行った。

○レファレンスサービス事業の充
実

○市立図書館6館において、窓口・電話でのレファ
レンスを19,766件受付けした。

○電子書籍の提供など非来館型
サービスの充実

○818点の電子書籍資料を提供した。
図書館資料の宅配サービスを行った。
（小林：1名77冊）

○利用しやすい施設のあり方の調
査・研究

○図書館サービスに関する方針・
計画の策定

事業評価★

２　子ども読書活動の推進 ○読書活動を深める機会の提供・
充実

○通年で行うおはなし会（全館）に1,381名、夏
のおはなし会（大森・印旛）に66名、クリス
マス会（大森・小林・小倉台・本埜）に102名、
そうふけ図書館のおはなし会スペシャルに
60名の参加があった。
小学校の職場見学は、小倉台小学校86名、
木刈小学校20名を、中学生職場体験は、
印西中（大森：2名）、木刈中（大森：4名、
そうふけ：2名、小倉台：2名）、船穂中（そ
うふけ：2名）、原山中（小倉台：4名）、
印旛中（印旛：2名、本埜：2名）、滝野中
（本埜：2名）、小林中（本埜：2名）を受け
入れた。

○読書環境の整備・充実 ○市立図書館6館で、購入・寄贈により児童書を
2,664冊受け入れた。
読み聞かせや絵本の選び方についての方法を
学んでもらうため、出前講座「読んであげよ
う！」に3回、子育て支援センターなどに職員
を講師として派遣した。

○読書活動に関する情報の普及・
啓発

○「としょかんつうしん」を年6回、絵本のブック
リスト「えほんのくに」を年3回、小学生向けの
ブックリスト「ほんのタネ！」を年1回、中学生
向けのブックリスト「Book de Go！」を年1回
発行し、情報の提供を行った。
こどもの読書週間事業として、「図書館クイ
ズ」（大森：151名参加）、「スタンプラリー」
（そうふけ：267名参加）、「児童特別展示」
（小倉台・印旛）を行った。

事業評価

　継続事業については、事業効果を検証しつつ、より多くの市民の方への情報提供に
努める。
　市民アカデミー卒業生など、学習成果を地域に還元できる仕組みづくりについて、
具体的な方策の検討を進める。

２　図書館サービスの充実

（★は、重点的な取組）生涯学習課

Ａ

○利用しやすい施設の在り方を調査・研究し、
印西市立図書館サービス計画を策定した。

Ａ
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点検評価調書

Ⅳ　市民が生涯を通して学ぶことができるとともに、地域で子どもたちを守り育てる
　[生涯学習・青少年健全育成]

今後の施策の方向性

事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

１　生涯学習環境の整備・充
　実★

○公民館や地域交流館、図書館の
適正な維持・改修

○公民館・交流館設備等の修繕を行い、施設の適
正な維持に努めた。

○生涯学習施設の充実 ○各公民館・交流館でそれぞれの地域の特徴を生
かした主催事業を展開した。

○社会教育主事の配置 ○令和5年4月に1名の配置を行った。

○小林コミュニティプラザ保全改
修実施

○小林コミュニティプラザ保全改修工事を実施し
た。

○本埜公民館保全改修実施 ○本埜公民館保全改修工事を実施した。

○（仮称）千葉ニュータウン中央
駅圏複合施設整備事業実施 〇令和５年７月から新施設における建設工事に着

　手した。

○小倉台図書館保全改修工事基本
設計・実施設計 ○施設の保健改修に向けた設計業務を行った。

事業評価★

今後の施策の方向性 　今後も施設の老朽化に伴う改修、維持管理を適切に実施する。

　「図書館サービスの充実」「子ども読書活動の推進」事業については、一定の実績
があげられ、効果があったので、施策の目的を達成するため事業を継続する。

３　生涯学習施設の整備・充実

（★は、重点的な取組）生涯学習課

Ａ
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点検評価調書

Ⅳ　市民が生涯を通して学ぶことができるとともに、地域で子どもたちを守り育てる
　[生涯学習・青少年健全育成]

事　 　業 事業内容（令和５年度目標） 令和５年度実績

１　家庭教育学級の充実★ ○各公立幼稚園・小中学校での家
庭教育学級開設

○全体で３４学級開設した。
【内訳】
幼稚園 1園、小学校 18校（延21学級）、
中学校 9校（延べ12学級）

○家庭教育学級主事会議の開催 ○年２回主事会議を開催し、情報共有を図った。

○家庭教育学級運営委員研修会の
開催

○年２回研修会を開催し、学校と家庭における情
報共有を図った。

○家庭教育指導員の配置 ○家庭教育指導員を１名配置し，指導・助言にあ
たった。

事業評価★

２　こども１１０番の家の
　推進

○こども１１０番運営委員会など
の支援

○事業説明会の開催や損害賠償保険の加入などの
支援を行った。

○こども１１０番ステッカー・看
板の提供

○新規の協力申し込みや破損等による交換などの
対応を行った。協力家庭及び事業所数の調査を
実施したところ，1,601件にご協力をいただい
た。

事業評価

３　青少年健全育成大会の実
　施

○社会を明るくする運動との共催
による青少年健全育成大会の実
施

○青少年の健全な育成を推進することを目的に、7
月16日に文化ホールにて開催。当日は約200名の
参加者が来場した。

事業評価

４　地域ぐるみさわやかコ
ミュニティ推進事業の充
実

○中学校区ごとに学校や地域で活
動する団体が協力し、コミュニ
ティづくりと生活環境の整備を
図る地域ぐるみさわやかコミュ
ニティ推進事業の支援

○６中学校区（船穂・木刈・小林・西の原・滝
野・本埜）でそれぞれ環境美化や通学路の見守
り活動などを行った。

事業評価

５　放課後子ども教室の実施 ○放課後子ども教室の実施 ○滝野小と本埜小の2か所で実施。概ね月1回の活
動を行い、地域の方達との交流や体験活動を行
った。

事業評価

６　二十歳を祝う会の実施 ○当該年度に20歳となる方々の企
画・運営による二十歳を祝う会
の実施

○全中学校区を対象として実施。716名の成人が
式典に参加した。

事業評価

今後の施策の方向性

４　家庭と地域の教育力向上と青少年健全育成

（★は、重点的な取組）生涯学習課

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

　家庭教育学級や青少年の健全育成などの事業については、今後も継続して実施して
いく。
　また、学校・家庭・地域の連携については、先進自治体の事例等の調査研究を行
い、本市でのコミュニティスクールの導入について検討を進める。
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第２期教育振興基本計画（Ｒ４～Ｒ７）の成果指標に対する達成状況

Ⅰ　知・徳・体の調和のとれた教育を推進し、生きる力を持ち未来を拓く子どもを育む（学校教育）

項目 目標（Ｒ７） 実績（Ｒ５） 達成度
（実績/目標）％

評価

全国学力・学習状況調査における全

国平均100に対する相対
103 103 100.0% Ａ

※学校評価（豊かな心に関する2項

目）における児童生徒の肯定的

回答率（％）

97 97 100.0% Ａ

体力テストにおいてＴスコア（偏差

値）が満足できると判定された項目

の割合（％）

70 12 17.1% Ｃ

項目 目標（Ｒ７） 実績（Ｒ５） 達成度
（実績/目標）％

評価

※学校評価（家庭・地域連携に関

する項目について）における保

護者の肯定的回答率（％）

81 62 76.5% Ｂ

※学校評価（家庭・地域連携に関

する項目について）における児

童生徒の肯定的回答率（％）

88 84 95.5% Ａ

※学校評価（学校の施設・設備に

関する項目について）における

保護者・児童生徒・教職員の肯

定的回答率（％）

80 79 98.8% Ａ

Ⅱ　子どもたちが安全で安心できる生活を送り健やかに成長できるよう、教育環境を充実させる（教育環境）

※学校評価（家庭・地域連携に関する項目について：子ども）

○家庭や地域との連携・協力（保護者や地域の人と行う活動は充実していますか。）

※学校評価（学校の施設・設備に関する項目について：保護者・児童生徒・教職員）

○施設設備の改善・充実（学校の施設・設備は整っていると思いますか。）

○家庭や地域との連携・協力（学校は、市の地域や環境・施設・人材を教育活動にいかしていると思いま

すか。）

評価基準
101％以上：Ｓ
80～100％：Ａ
60～ 79％：Ｂ
 59％以下：Ｃ

※学校評価（豊かな心に関する2項目）

○友達への思いやり（あなたは、友達を大切にしていますか。）

○道徳・心の教育の充実（あなたは、自他のいのちを大切にし、感謝の気持ちを持って生活していますか。）

※学校評価（家庭・地域連携に関する項目について：保護者）
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項目 目標（Ｒ７） 実績（Ｒ５） 達成度
（実績/目標）％

評価

文化・芸術に満足している人の割合

（％）
39 39 100.0% Ａ

無形民俗文化財の指定数（件） 6 6 100.0% Ａ

文化財の指定件数（件） 49 49 100.0% Ａ

文化ホールの自主事業数（事業） 12 25 208.3% Ｓ

項目 目標（Ｒ７） 実績（Ｒ５） 達成度
（実績/目標）％

評価

生涯学習に関して満足している人の

割合（％）
39 45 115.4% Ｓ

図書館個人登録率（％） 31 22 71.0% Ｂ

公民館の貸部屋の年間利用率（％） 45 41 91.1% Ａ

Ⅳ　市民が生涯を通して学ぶことができるとともに、地域で子どもたちを守り育てる（生涯学習・青少年
　健全育成）

Ⅲ　市民が様々な文化や芸術に触れることができるとともに、先人の残した文化遺産の価値や意義を次世代に
　適切に継承する（文化・芸術）
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４ 評価のまとめ 
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（１）評価内訳

基本目標における主な取組毎の評価内訳は、以下のとおり。 

※ 評価基準
Ｓ…事業の目標が達成され、計画以上の効果が認められる。
Ａ…事業の目標が概ね達成され、効果が認められる。
Ｂ…目標が一部達成できなかった。
Ｃ…目標が未達成の事業であり、効果がほとんど認められない。

各事業の事業内容（令和５年度目標）に対し、進捗、達成度を総合的に判
断し、Ｓ～Ｃの４段階の基準において自己評価しました。 

Ⅰ．知・徳・体の調和のとれた教育を推進し、生きる力を持ち未来を拓く
子どもを育む  〔学校教育〕 

１ 子どもたちの学ぶ力を育む 

(１) 個性や能力を伸ばす教育の推進 Ｓ 

(２) 教職員研修（主任・層別等）の充実 Ａ 

(３) 指導法等の研修の充実 Ｓ 

(４) 校内研修の支援 Ａ 

(５) 教育課題調査・研究・開発 Ｓ 

(６) 教育研究団体支援事業 Ａ 
(７) 幼児教育の充実 Ａ 

(８) 読書活動推進のための学校図書館の整備 Ａ 

(９) 市立図書館との連携事業の開催 Ａ 

(10) 国際理解教育の推進 Ｓ 

(11) 特別支援教育及び支援体制の充実 Ａ 

(12) 教育支援の推進 Ａ 
(13) キャリア教育の推進 Ａ 

２ 子どもたちの豊かな心を育む 

(１) 道徳教育の充実 Ｓ 

(２) 人権教育の推進 Ａ 

(３) 文化・芸術体験事業の充実 Ａ 

(４) 体験活動の充実 Ａ 

(５) 郷土愛を育む教育の推進 Ａ 

(６) 適応指導教室事業の推進 Ｓ 

(７) 教育相談の充実 Ｓ 
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３ 子どもたちの健やかな体を育む 

(１) 学校体育の充実 Ａ 

(２) 運動部活動の充実 Ａ 

(３) 健康教育の推進 Ａ 

(４) 学校保健会の活動の充実 Ａ 

(５) 健康診断の実施と事後措置の徹底 Ｓ 

(６) 小児生活習慣病の予防 Ａ 

(７) 口腔衛生事業の推進 Ａ 

(８) 保健室機能の充実 Ｓ 

(９) 学校環境衛生の充実と感染症対策の徹底 Ｓ 

(10) 食に関する指導の推進 Ａ 

(11) 学校給食の充実 Ａ 

Ⅱ．子どもたちが安全で安心できる生活を送り健やかに成長できるよう、 
教育環境を充実させる 〔教育環境〕 

１ 教育環境整備の充実 

(１) 安全な学校・幼稚園施設等の充実 Ａ 

(２) 就学援助の充実 Ａ 

(３) 修学旅行費補助事業 Ａ 

(４) 通学費補助事業 Ａ 

２ 学校の適正規模・適正配置の推進 

(１) 学校の適正規模・適正配置の推進 Ａ 

３ 情報化社会に対応した教育の推進 

(１) ＩＣＴ環境の整備と活用 Ｓ 

(２) 情報教育の推進 Ａ 

４ 信頼される学校づくり 

(１) 安全教育の充実 Ｓ 

(２) 児童生徒・園児の安全確保 Ｓ 

(３) 通学路の安全確保 Ｓ 

(４) 学校管理下における災害共済給付 Ｓ 

(５) 学校情報公開と地域の連携 Ａ 

(６) 働き方改革の推進 Ｓ 
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Ⅲ．市民が様々な文化や芸術に触れることができるとともに、先人の残し
た文化遺産の価値や意義を次世代に適切に継承する 〔文化・芸術〕 

１ 文化・芸術活動の推進 

(１) 文化・芸術事業の充実 Ａ 

(２) 文化・芸術活動の支援 Ａ 

(３) 子どもたちの文化・芸術活動の充実 Ａ 

(４) 文化・芸術活動を支える人材育成の推進 Ａ 

２ 文化財の保護・活用の推進 

(１) 指定文化財保護事業 Ａ 

(２) 文化財基礎調査事業 Ａ 

(３) 埋蔵文化財の保護事業 Ａ 

(４) 文化財の活用事業 Ａ 

(５) 印旛歴史民俗資料館運営事業 Ａ 

(６) 郷土資料の収集・保存・展示 Ａ 

３ 市史編さん事業や地域史料の保存 

(１) 市史編さん事業 Ｂ 

(２) 地域史料の保存及び活用 Ａ 

(３) 歴史公文書の収集、整理保管 Ａ 

Ⅳ．市民が生涯を通して学ぶことができるとともに、地域で子どもたちを
守り育てる 〔生涯学習・青少年健全育成〕 

１ 多様な学習機会の提供 

(１) 生涯学習情報の提供 Ａ 

(２) 市民アカデミーの充実 Ａ 

(３) 公民館・地域交流館主催事業の充実 Ａ 

(４) 生涯学習まちづくり出前講座の充実 Ａ 

(５) 産学官民の連携・協力 Ａ 

(６) 社会教育関係団体の支援 Ａ 

２ 図書館サービスの充実 

(１) 図書館サービスの充実 Ａ 

(２) 子ども読書活動の推進 Ａ 
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３ 生涯学習施設の整備・充実 

(１) 生涯学習環境の整備・充実 Ａ 

４ 家庭と地域の教育力向上と青少年の健全育成 

(１) 家庭教育学級の充実 Ａ 

(２) こども１１０番の家の推進 Ａ 

(３) 青少年健全育成大会の実施 Ａ 

(４) 地域ぐるみさわやかコミュニティ推進事業の充実 Ａ 

(５) 放課後子ども教室の実施 Ａ 

(６) 二十歳を祝う会の実施 Ａ 

（２）基本目標別評価
基本目標別の主な事業の評価数は以下のとおり

番
号 

基本目標 
主 な 

取組数 
事業数 

事業の評価数 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ － 

Ⅰ 

知・徳・体の調和のとれた教

育を推進し、生きる力を持ち

未来を拓く子どもを育む  

〔学校教育〕 

３ ３１ １０ ２１ ０ ０ ０ 

Ⅱ 

子どもたちが安全で安心で

きる生活を送り健やかに成

長できるよう、教育環境を充

実させる 〔教育環境〕 

４ １３ ６ ７ ０ ０ ０ 

Ⅲ 

市民が様々な文化や芸術に

触れることができるととも

に、先人の残した文化遺産の

価値や意義を次世代に適切

に継承する 〔文化・芸術〕 

３ １３ ０ １２ １ ０ ０ 

Ⅳ 

市民が生涯を通して学ぶこ

とができるとともに、地域で

子どもたちを守り育てる 

〔生涯学習・青少年健全育

成〕 

４ １５ ０ １５ ０ ０ ０ 

計 １４ ７２ １６ ５５ １ ０ ０ 
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（３）学識経験者の知見の活用

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条第２項には、事務

事業の点検及び評価を実施するに当たっては、教育に関し学識経験を有する

方の知見の活用を図ることが定められております。 

  このため、印西市教育委員会では事務事業が適切に実施されているか、点

検評価委員２名から書面で意見をいただいております。 
※敬称略

分  野 氏  名 役  職 

学 校 教 育 分 野 佐々木 猛 
元中学校長 

元県教育庁指導主事 

生 涯 学 習 分 野 松 山 徹 
社会教育委員 

元小学校長 
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《学校教育分野》 評価者：佐々木 猛委員 

 令和５年度学校教育分野に係る点検評価については，どの項目も「実績」「事業評価」「今

後の施策の方向性」が的確に記載されており，全ての項目で事業評価が「Ａ」及び「Ｓ」

と優れた成果を上げています。また，多くの事業が実施内容や方法等でコロナ前の水準に

戻った前年をさらに上回り，今後に大いに期待できる評価となっています。実績について

は，数値化がみられ，年度比較がわかりやすく，次年度取り組みやすい内容となってきま

した。一層の数値化が図れれば良いと思います。 

Ⅰ．知・徳・体の調和のとれた教育を推進し，生きる力を持ち未来を拓く子

どもを育む〔学校教育〕 

１ 子どもたちの学ぶ力を育む 

（１）子どもたちの個性や能力を伸ばす教育の推進では，漢字級別認定テストや計算力

認定テストの実施，生徒指導の機能を重視した「分かる授業」やＩＣＴを活用した

授業の推進，学校支援ボランティア，学生ボランティアの活用や教職インターンシ

ップ「あすなろ先生」の派遣など，様々な取組を展開していることが評価できます。

ＩＣＴを活用した授業づくりの推進と支援については，充実した取組がうかがえま

す。児童生徒の学習意欲を高め，主体的・協同的な学習を促すとともに，変化の激

しい社会に対応できる力を育むために，継続的に推進してほしいと思います。また，

ボランティア等の活用についても，継続した取組を期待します。

（２）教職員を対象とした研修に教育委員会が積極的に関わり，充実した取組がうかが

えます。講師対象研修会やＩＣＴ活用に関する研修会を実施するなど，今日的な課

題に取り組んでいることが評価できます。今後も継続した取組を期待します。

（３）教職員の資質や指導力の向上のための指導法等の研修の充実ぶりがうかがえます。

教職員の授業力の向上のためにそれぞれの研修会が前年に比べ，実施回数が大幅に

増加したことは大いに評価できます。学校教育の中心である「授業」が子どもたち

にとって魅力的なものになるように，今後も継続した取組を期待します。 

（４）校内研修の支援では，指導主事等を派遣し，積極的な取組がみられます。ＩＣＴ

活用研修の支援など教職員のニーズに即して，一層充実した支援を期待します。 

（５）教育課題の調査・研究・開発については，全国学力・学習状況調査の結果分析を

行い指導法の改善に努めています。児童生徒一人一人の学力を高めることは学校の

大きな使命ですので，結果分析に基づいた学校への指導・支援を引き続きお願いし

ます。また，研究校等，特色ある教育活動への支援や教材の研究開発にも積極的に

取り組んでいることも大いに評価できます。 

（６）教職員による自主講座や各研究団体の活動への支援は学校及び教職員にとって，

たいへん励みになりますので，今後も継続した支援をお願いします。

（７）幼児教育の充実は，その後の小中学校教育の充実につながっていくと考えられま

す。家庭や関係課との連携等引き続き，積極的に取り組んでほしいと思います。ま

た，小学校の職場見学や中学校の職場体験が実施できたことは喜ばしいことです。

また，幼稚園に配置している補助教員や指導員の増員については，幼児の安全安心

を保障しそのニーズにきめ細かく対応するために必要な人材です。今後も配置を充
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実させてほしいと思います。 

（８）読書活動推進のため，学校司書の配置，研修会や連絡会等の開催，図書システム

の活用や市立図書館との連携など，様々な取組を行っています。このような取組に

より，子どもたちの読書量にどのような変化があったのか検証が必要かと思います。 

読書は，知識が身に付き，見識が広がるだけではなく，想像力が増すとい言われて

います。幼少期からの読書習慣を積極的に推進するために，今後も継続的な取組を

期待します。

（９）市立図書館との連携事業は今後も継続的に実施していくことを期待します。

（１０）ＡＬＴやコーディネーターの配置，小学校英語活動（英語科）の授業やイング

リッシュキャンプの実施等を通して，国際理解教育の推進に努めています。今年度，

中学生の海外派遣が実施されたことはたいへん喜ばしいことです。この中学生の体

験した成果は長い目でみて，いずれは印西市に還元されることでしょう。また，「印

西英語マスター」は今後の取組に大いに期待します。

（１１）特別支援教育の推進については，個別指導計画や個別支援計画の作成，学習指

導員や介助員の配置，相談活動やケース会議の実施，家庭や関係課・関係機関との

連携など，様々な取組を通して児童生徒の教育的ニーズに対応した支援にあたって

います。医療的ケア看護職員の配置ができたことも評価できます。今後も引き続き

児童生徒の社会的自立に向けた支援が充実することを期待します。

（１２）教育支援の推進については，教育委員会が積極的に関わり，充実した取組がう

かがえます。関係課担当者会議の実施回数を増やすなどニーズに応えた取組が評価

できます。今後も継続した取組に努めてほしいと思います。 

（１３）キャリア教育の推進については，今年度，市内１８６の事業所の協力のもと，

職場体験学習などの体験的な活動がコロナ前のように行われるようになってきたこ

とは喜ばしいことです。「学齢期がキャリア形成に重要な時期」という認識のもと，

今後も多くの学校で体験的な学習が実施できることを期待します。

２ 子どもたちの豊かな心を育む 

（１）子どもたちの豊かな心を育むため，道徳教育の充実が図られたことは大いに評価

できます。この中心である道徳の授業がさらに充実し，子どもたちが道徳的実践力

を身につけることができるよう，学校への支援を引き続きお願いします。 

（２）いじめ防止対策会議を毎月１回以上実施し，いじめの実態把握や未然防止，早期

発見等の対応に取り組んでいることは大いに評価できます。今後も学校や家庭，関

係機関との連携を密にし，当該児童生徒にとって必要な支援を期待します。

（３）さわやかハートフルコンサートや小学校芸術鑑賞教室が開催できたことは喜ばし

いことです。情操教育の一環として今後も継続した取組をお願いします。 

（４）体験活動が計画的に実施されたことは評価できます。豊かな人間性を育成するた

めに今後も継続した取組をお願いします。 

（５）「ふるさと印西学」については，今後の検証と成果が期待できます。 

（６）不登校やいじめなどの悩みを抱える児童生徒の居場所として，適応指導教室の存

在は大きいものがあり，本市の取組の充実ぶりは目を見張るものがあります。引き
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続き，学校や家庭，関係機関との連携を密にし，当該児童生徒にとって必要な支援

を行うことができるようお願いします。 

（７）教育相談事業に積極的に関わり，充実した取組がみられます。今日的な課題であ

る不登校児童生徒等の相談や学校諸問題に対する助言・指導をお願いします。 

３ 子どもたちの健やかな体を育む 

（１）学校体育や運動部活動の充実に向けて様々な事業が展開され，子どもたちの健や

かな体を育むことに寄与しているものと思われます。しかしながら，全国的に児童

生徒の体力・運動能力の低下が指摘されていることから，課題を明確にして事業に

反映させる必要があるものと考えます。部活動の地域連携・地域クラブ活動への移

行が今日的な課題となっています。地域の実情にあった体制整備が求められます。

今後の取組に期待します。

（２）学校保健事業や学校環境衛生事業については，医師会や薬剤師会，養護教諭や栄

養教諭などと連携して計画的に実施され，児童生徒の健康維持や改善に向けて，充

実した取組が評価できます。健康診断については，今後も，家庭との連携を密にし

て，診断結果に基づき治療勧告し，受診率を上げる工夫をお願いします。

（３）保健室機能の充実や学校環境衛生の充実と感染症対策の徹底がみられ，適切な指

導・支援がみられます。今後も継続した取組を期待します。

（４）食育については，栄養教諭（栄養士）と養護教諭・学級担任が連携した取組が展

開されています。近年，偏った栄養摂取，朝食の欠食など食生活の乱れや肥満・痩

身傾向など，子どもたちの健康を取り巻く問題が深刻化していることから，今後も

継続した取組を期待します。

また，学校給食において，食物アレルギー対応給食の提供を積極的に実施してい

ることが評価できます。今後も，工夫した取組をお願いします。 

Ⅱ．子どもたちが安全で安心できる生活を送り健やかに成長できるよう，教

育環境を充実させる〔教育環境〕 

１ 教育環境整備の充実 

（１）令和５年度，高花小学校保全工事や大森小学校大規模改修工事設計業務が行われ

ました。また，高花学校給食センターの新築工事が完了しました。いずれも，児童

生徒数の増加に対応し，計画的な事業が推進されていることは大いに評価できます。

今後も継続的な取組をお願いします。 

（２）ＩＣＴ環境整備のため，大型モニターの普通教室及び特別教室への設置が行われ

ました。日常的に映像教材を活用したり，教材の提示が容易になったり，子どもた

ちの発表の場面で活用したりと，学習効果が期待できます。モニターの活用事例に

ついては全市で共有し，子どもたちの学力の向上につながることを期待します。 

（３）就学援助に係る事業や通学費補助事業については，関係児童生徒及び家庭の大き

な助けになっています。今後も必要な児童生徒が制度を活用できるよう，学校と連

携し，積極的な取組を期待します。
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２ 学校の適正規模・適正配置の推進 

（１）船穂小学校・本埜中学校の小規模特認校制度の導入については一定の評価が期待

されます。今後の取組に期待します。また，原小学校への対応については，説明会

を開催し，保護者や地域の理解を得ながら事業を進めています。今後も「児童生徒

にとって望ましい教育環境を整備すること」を最優先に対応をお願いしたいと思い

ます。

（２）通学区域審議会の開催は慎重かつ丁寧な取組が求められます。一定の成果はあり

ましたが引き続き丁寧な対応を期待します。 

３ 情報化社会に対応した教育の推進 

（１）ＩＣＴ環境の整備と活用では，様々な事業が積極的に推進されています。今後も

継続した取組を期待します。 

（２）児童生徒１人１台の学習用端末が整備され，授業等で活用されています。一番の

課題は教職員間のＩＣＴ活用指導力の差と言われています。教科，学年，教職員の

資質等により大きな影響を受けることを踏まえ，十分な調査及び研究を推進するこ

とが求められます。教職員による指導力の差が児童生徒への不利益にならないよう，

研修会の開催，ＩＣＴ支援員の設置や外部人材の支援など，教職員や学校への指導・

支援を継続的にお願いします。 

４ 信頼される学校づくり 

  この項目の事業においては，ほとんどの事業評価が「Ｓ」評価になっています。児

童生徒・園児の安全等に関わる内容であることから，教育委員会の児童生徒・園児を

大切にしている姿勢の表れであると思います。積極的な事業展開がみられ，大いに評

価できます。今後も継続した事業の取組と一層の施策の推進を期待します。 

（１）学校安全については，安全教育，安全管理，組織活動等の観点から，様々な事業

が展開されています。今後も，学校管理下の事故や交通事故を減らすことを目標に，

事業の見直し及び学校への指導をお願いしたいと思います。

（２）各学校がＨＰを活用し，積極的に情報発信し，年間１５００万件を超えるアクセ

ス数を得るなど，積極的に学校情報を発信・公開していることがうかがえます。タ

イムリーなそしてより閲覧してもらえる情報発信を目指して，引き続き学校の支援

をお願います。 

（３）地域人材の活用については，読み聞かせやキャリア教育等で活用が図られていま

す。今後も「開かれた学校」を目指して，さまざまな領域で活用が進むことを期待

します。 

（４）働き方改革の推進に向けて，ＩＣカードの活用，校務システムの活用，オンライ

ン会議の実施にはかなり充実した取組がみられます。更に本年度は，自動採点シス

テムの導入などの新たな取組もみられます。引き続き，学校と連携した充実した取

組を期待します
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《生涯学習分野》 評価者：松山 徹委員

令和５年度の実績について，的確な「施策評価」「評価理由」「今後の課題」が記され

より良い事業への改善が進められています。 

 令和５年度は，各事業の実施状況を見ても感染症等に注意を払いながら，一歩一歩着

実に事業を進めていった足跡が伺えます。また，内容についても大半の項目が A 評価で

担当者の創意工夫と努力の成果の表れだと思います。 

Ⅲ．市民が様々な文化や芸術に触れることができるとともに，先人の残し 

た文化遺産の価値や意義を次世代に適切に継承する［文化・芸術］ 

１ 文化・芸術活動の推進 

（１）文化・芸術事業の充実

日本の様々な文化・芸術に触れる機会を市民に提供することが文化ホールの大事

な役割です。指定管理者と連携した取組により，実施事業数が増え内容の充実が図

られていることは素晴らしいと思います。事業内容に合わせたより効果的な周知方

法について検討し、さらに参加者を増やしていってください。 

（２）文化・芸術事業の支援

市民文化祭において，オンライン文化祭との両立は大変な苦労だと思いますが，

コロナウイルス感染症の心配が和らいでも，市民に多様な発表の場を提供するため

に引き続いてオンライン文化祭を行ったことは良いと思います。引き続き，市民の

文化・芸術を充実させるため，活動や発表の場の提供をお願いします。

芸術ホール及びアートギャラリーが令和 7 年４月にオープン予定です。その活用

に向けた企画・調整等の準備をきめ細かく行ってください。 

（３）子どもたちの文化・芸術活動の充実

市民文化祭において，市民の中から文化・芸術の体験会の公募を行い，子どもた

ちに体験の場を提供できたのは良い取組でした。今後も，市民文化祭だけでなく，

子どもたちが文化・芸術についての体験ができる場が増えてくることを期待します。 

（４）文化・芸術活動を支える人材育成の推進

印西市芸術文化協会と連携し，加盟団体に必要な支援を行えたのは良かったと思

います。加盟団体に限らず，市民の文化活動の相談や支援，人材の発掘と活動への

コーディネート等地道に進めていってください。

２ 文化財の保護・活用の推進 

（１）指定文化財保護事業

指定文化財の保護に関しては，周辺の環境や関連するものまで含めると大掛かり

で大変です。今後も管理状況を定期的に把握するとともに，環境整備や修理等の計

画を立てて進めていってください。また，文化財所有者に対しての指導・助言や補

助金の交付は，市の財産でもある文化財を後世に残すために必要な事ですので，引

き続き予算の確保をお願いします。 
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（２）文化財基礎調査事業

地域の開発や建物の老朽化，仏像・石仏そのものの風化や破損等により貴重な歴

史的資料が失われてしまうことが考えられます。市内の状況を把握し，記録を残し

ておくことや，地域の人の意識を高めるとともに，次世代に守り伝えていくことは

大切だと思います。 

（３）埋蔵文化財の保護事業

埋蔵文化財の保護については，遺跡保存のための調査が計画的に実施されていま

す。結果について，多くの市民に伝わるよう分かりやすい広報に努めてください。    

史跡等の保存・活用については，道作古墳群見学会のように市民団体を巻き込ん

で行うことは，市民の文化財への意識や関心が高まるので良い取組だと思います。 

（４）文化財の活用事業

文化財は，次世代に向けて貴重な資料の保管や管理も大切ですが，同様に市民へ

の周知や活用も大切です。無形民俗文化財については，常に見学できるわけではな

いので，伝統芸能フェスティバルやその動画の公開等により広く市民に知ってもら

う良い取組だと思います。埋蔵文化財については難しいと思いますが，展示や見学

会，学校での活用等を検討してみてください。 

（５）印旛歴史民俗資料館運営事業

印旛歴史民族資料館には，考古資料や印旛沼に関係する民俗資料等がコーナー毎

に分かりやすく展示され，市民の学びの場として役立っています。 

 資料館講座や体験講座等など来館者を増やす努力もされており，素晴らしいと思

います。今後も展示の更新や見学しやすい環境，興味を持って体験できるコーナー

の設置等を続けてリピーターを増やしてほしいと思います。 

（６）郷土資料の収集・保存・展示

資料の集約化は，計画的な資料の収集・保存・展示のために大切なことだと思い

ます。郷土資料は今後増えていくことが予想されますので，（仮称）印西市歴史文化

施設基本計画に沿って場所を確保し，適切に整理保管していってください。 

３ 市史編さん事業や地域史料の保存 

（１）市史編さん事業

企画から実施まで丁寧に行われています。資料収集・調査等により「印西市史 通

史編４ 近現代」が刊行できたことは大きな成果です。関連する内容の講演会を実

現させて市民への周知に努めてください。 

（２）地域史料の保存及び活用

古文書等の調査，収集，整理，保存については，時間や手間がかかり苦労の多い

作業かと思いますが，史料の活用に向けて継続して行ってください。 

（３）歴史公文書の収集，整理保管

保管する公文書は，毎年増えていくので整理・保管は大変だと思います。活用す

ることを考え，引き続き分かりやすく行ってください。 
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Ⅳ．市民が生涯を通して学ぶことができるとともに､地域で子どもたちを守

り育てる［生涯学習・青少年健全育成］ 

１ 多様な学習機会の提供 

（１）生涯学習情報の提供

令和５年度発行の「生涯学習ガイド」も市民の要望に応え，幅広い情報を基に丁

寧に作成されており，利用しやすくできています。市のホームページへの掲載につ

いてもアクセス数が伸びており，成果が表れています。 

（２）市民アカデミーの充実

一般教養課程では，学習プログラムの見直しが行われており，内容も充実してい

ると思います。また，研究課程の内容も，参加者がテーマごとに協力して調査研究

を進めており，質の高いものになっています。募集に際して広報の仕方を工夫した

り，講座実施の曜日等を考慮したりして，参加者が増えるようにお願いします。 

（３）公民館・地域交流館主催事業の充実

それぞれの館が実施事業を工夫して事業を進めていることがわかります。講座の

内容が多様で，大人向けと子ども向けの講座をバランス良く行っています。今後も

アンケートの実施等により市民のニーズに応えた講座の実施並びに野外教室や工作

等での十分な安全面の配慮をお願いします。

（４）生涯学習まちづくり出前講座の充実

新型コロナウイルス感染症の流行への不安感が落ち着いてきたことで，利用が伸

びてきています。市民生活の変化により講座の参加世代やニーズも変わってきます

ので，それに応えるように講座内容の変更や魅力的な話題提供等をお願いします。 

（５）産学官民の連携・協力

順天堂大学と連携・協力した講座は，専門的知識を得たいという市民のニーズに

合わせたもので良い企画だと思います。実施時期や内容・広報の工夫等により参加

者が増えると良いと思います。 

市民・市民団体との連携・協力については，公民館の事業において積極的に進め

られており，生涯学習において大切なことだと思います。また，市民アカデミーを

卒業した方々の活用も良い取組ですので，さらに進めていってください。 

（６）社会教育関係団体の支援

社会教育団体の活動は公益性が高いので，今後も支援が必要だと思います。

市民アカデミーの卒業生が市民団体を立ち上げていることは，学びの成果を生か

したもので素晴らしいことです。更に広がりを見せるように支援をしてください。 

２ 図書館サービスの充実 

（１）図書館サービスの充実

インターネットの普及により，気軽にいろいろな情報を集められるようになりま

した。そのため，生涯学習の拠点である図書館の役割も少しずつ変わってきている

と思います。市民の意見を取り入れながら「印西市図書館サービス計画」を作成し，

市民生活の変化に合わせて事業改善を図っていくことは大切なことだと思います。 
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令和 5 年度は，利用者延べ 26 万人以上，資料貸出数 84 万点以上，2 万件近いレ

ファレンスの受付けなど，多くの市民のニーズに応えられました。今後も魅力ある

図書館，利用したくなるような図書館を目指して，資料の整備やサービスの向上に

努めてください。 

（２）子ども読書活動の推進

おはなし会は，子どもがお気に入りの本を見つけたり，読書の楽しさを味わった

りできる良い機会です。クリスマス会や科学あそびなど工夫しながら参加者の増加

に努めていることは，素晴らしいと思います。周辺の子どもの数が少ない地域の図

書館は，企画や運営面で苦労されていると思いますが，粘り強く続けていってほし

いと思います。また，家庭での読み聞かせの後押しとなる「おうちおはなしセット」

の貸出し等も良い企画であり，続けてほしい取組です。  

読書活動に関する情報の普及に関して，「としょかんつうしん」は，図書館事業に

ついてわかりやすく紹介されていて楽しみにしている人も多いと思います。図書館

のホームページ「こどもページ」に関しては，小学生が見ても分かりやすく興味が

持てる内容に少しずつ変えていけるとよいと思います。 

小・中学校の職場体験，職業体験，出前講座，こどもの読書週間事業など，図書

館を身近に感じるようになる良い企画だと思います。継続をお願いします。 

３ 生涯学習施設の整備・充実 

（１）生涯学習環境の整備・充実

小林コミュニティプラザ保全改修工事が完了し，安全で使いやすい施設に生まれ

変わりました。今後も施設の耐久年数を伸ばし，時代に合った施設にするために，

継続的・計画的に公民館，地域交流館，図書館の改修を進めていくようお願いしま

す。また，「廃止」「新築」「他施設への移転」等考えることも必要になってくると思

います。人口の動態を見通し，市民の意見を取り入れて計画的に進めてください。 

４ 家庭と地域の教育力向上と青少年健全育成 

（１）家庭教育学級の充実

時代を超えて重要な事業ですので，34 学級が開催されたことはよかったと思いま

す。共働きの世帯が多くなっている昨今，誰もが参加しやすい土曜日・日曜日に開

催する学級生全体に向けた講座があると良いと思います。また，参加人数を増やす

ため学級生の意見やアンケート結果を生かした計画づくりの支援もお願いします。 

（２）こども１１０番の家の推進

事業の説明会や協力家庭及び事業所の調査を行ったのはよかったと思います。近

所で助け合い，子どもを守り育てていくという機運を高めるため，自治会回覧の活

用等も含め，地域全体への周知活動を引き続きお願いします。 

（３）青少年健全育成大会の実施

市内の青少年団体である印西市少年少女合唱団の発表を取り入れたことで身近に

感じられる大会となっています。企画運営する側の思いや工夫が強く感じられる大



‐ 51 ‐ 

会であり，市民が中心となって行っている良い大会だと思います。 

（４）地域ぐるみさわやかコミュニティ推進事業の充実

地域のいろいろな活動の情報や課題を共有し，地域全体で一つのことに取組んで

いくことは，コミュニティづくりの一つの方法として有効だと思います。会議や行

事の際に学校に負担がいかないようにお願いします。 

（５）放課後子ども教室の実施

地域で活動を支える人材の確保が難しい中，滝野小学校と本埜小学校の２カ所で

実施できたことは良かったと思います。地域でのいろいろな体験活動が子どもたち

の豊かな心を育んでいくと思いますので，学校や学童と連携しながら実施できる場

所が増えていくように支援してください。 

（６）二十歳を祝う会の実施

昔から行われていた成人を祝う儀礼が形を変えて引き継がれ，現在の式典につな

がっている意義深い行事です。成年の年齢が１８歳に引き下げられ「二十歳を祝う

会」と名称が変わりましたが，今後も若者の意見を取り入れながらこの年齢で続け

ていってほしいと思います。 




